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管理局の調査によれば、2008年 6月 5日時点で、世界文化遺産 4カ所、全

































































































ータを示している。姚侃注 26-28、葛鸿鹏注 29、匡磊注 30は、穿闘木の構造計算を
行い、補強対策を提案してした。 














































































ハーブ・ストーベルは1998年に"Risk Preparedness; A Management Manual 





















































注3  中華人民共和国中央政府：地震の死者数、 
http://www.gov.cn/jrzg/2008-06/30/content_1031428.htm 














称である。2012年現在 2351件がリストに掲載されている。  
注 9 中国城市科学研究会：中国城市規発展報告（2008-2009）、中国建築工業出版
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るために、同年歴史文化名城保護の制度を発足させた注 1。1982 年の第 1 批歴
史文化名城は 24地区をリストに入れ、1986年の第 2批には 38地区、1994年
の第 3批では 37地区を追加し、2012年時点では 120地区まで増加した。また
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注１ 大西国太郎、朱自煊：中国の歴史都市、鹿島出版会、2001、p.27  
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差は 21メートルある注 2。 


























は約 2千 7百人（2006年時点）である。 
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表 3-1 昭化の各王朝地名表 




(前 770年—前 475年) 春秋 春秋-公元前 316年 苴 
戦国 
(前 475年—前 221年) 





























荘宗同光 3年（43年） 925年-967年 益光県 
宋朝(960年—1127年) 宋太祖乾德 5年（6年） 967年-972年 益昌県 


















































































図 3-3 昭化の地理環境注 9    図 3-4 昭化の風水図注 10 
 
 昭化古城 
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図 3-8 立面図注 17 
 










図 3-10 2階平面図注 17 
 




図 3-11 1-1箇所（図 3-9）断面注 17 
 
図 3-12 2-2箇所（図 3-9）注 17 
 
 
図 3-13 穿闘木妻壁の外観 





















な形式がみられる（図 3-14）。図 3-15 に示すように、山から河川にかけて続
くなだらかな傾斜地に、平屋や二層の低層住宅が市街に広がり、城壁に囲まれ
た古鎮の姿が、昭化古城の歴史的景観の特徴である。 
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  ①農家住宅       ②下屋付農家住宅   ③商店建築  
  ④門付商店建築    ⑤軒付農家住宅    ⑥二層商店建築 
図 3-14 昭化古城の歴史的建造物の形式 
 
図 3-15 昭化古城の旧市街図注 18 
 



























箇所 名 称 用 途 文物保護単位建造物の件数 
○1  文  庙 宗  教 1 
○2  考  棚 教  育 2 
○3  龍門書院 教  育 12 
○4  怡心園 博物館 5 
○5  益合堂 住  宅 10 
○6  南門巷民家 住  宅 6 
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第 3節 地震前の古城保護 
 







































表 3-3 四川省で発生した地震一覧注 23 
時期 名称 マグニチュード 震源地 
1786年 康定・瀘定地震 7.8 康定県、瀘定県 
1786年 （瀘定） 7.0 甘孜藏族自治州瀘定県 
1816年 1816年爐霍地震 7.5 甘孜藏族自治州炉霍県 
1850年 西昌地震 7.5 涼山彝族自治州西昌市 
1933年 茂県地震 7.5 茂県疊溪鎮 
1935年 馬邊地震 6.0 楽山市馬辺イ族自治県 
1955年 康定折多塘地震 7.5 康定県折多塘 
1955年 會理地震 6.8 會理県魚鮓鄉 
1973年 爐霍地震 7.6 甘孜藏族自治州炉霍県 
1975年 康定-九龍地震 6.2 康定県、九龍県 




1976年 松潘・平武地震 7.2 松潘県・平武県 
1981年 道孚地震 6.9 道孚県麻孜鄉溝普村 
1982年 甘孜地震 6.0 甘孜県扎科鄉 
1989年 巴塘地震 6.7 巴塘県小壩沖村 
2001年 雅江地震 6.0 雅江県 






















注 1   現代四川編集部：四川概要、四川科学技術出版社、2010、p.475 
注 2   Google earth、2012.7.21時点 
注 3   劉弘涛・飛田ちづる：中国における地震被災後の歴史的都市の復興に関する研究、 
日本建築学会大会学術講演梗概集、2010、pp.959-960 
注 4   同済大学：四川省広元市昭化古城保存計画報告書、2007 
注 5  応金華：四川歴史文化名城、四川人民出版社、2000年、p.612 
注 6  前掲書注 4、四川省広元市昭化古城保存計画報告書 
注 7  四川省政府：2009中国蜀道·広元国際会議、2009 
注 8  前掲書注 7、2009中国蜀道·広元国際会議 
注 9  広元市文化観光資源編集部：古城昭化、2003、p.12 
注 10  韓雙宗：昭化、広元市連民印製会社、2004、p.21 
注 11  前掲書注 5、四川歴史文化名城、p.615 
注 12  前掲書注 9、古城昭化、p.15 
注 13  前掲書注 2、四川概要、pp.725-752 
注 14 田中淡：中国の伝統的木造建築、建築雑誌 98、pp.32-35、1983 
注 15 周達生：中国の高床式住居－その分布、儀礼に関する研究ノート－、国立民族学
博物館研究報告 vol.011-4、p.908、国立民族学博物館、1987 
注 16  田中淡（訳編）：中国建築の歴史、平凡社、1981、p.345 
注 17  四川省文物考古研究院：益合堂保護維持プラン、2010 
注 18  前掲書注 4、四川省広元市昭化古城保存計画報告書 
注 19  前掲書注 9、古城昭化、p.22 
注 20  劉敦桢：中国古代建築史、中国建築工業出版社、1984、p.6 
注 21  前掲書注 4、四川省広元市昭化古城保存計画報告書 
注 22  前掲書注 9、古城昭化、p.32 
注 23  http://baike.baidu.com/view/1587513.htm 四川地震、2012.11.10時点 






































第 1節 四川大地震の概要と被害状況 
 
1.1 四川大地震の概要 
2008年 5月 12日午後 2時 28分（現地時間）に発生した四川大地震は、四
川盆地とチベット高原の境界部に位置する龍門山断層帯で発生した（図 4-1）。
震源は、四川省阿壩、チベット族チャン族自治州汶川県、北緯 31度 1分 5秒、




日本の総面積の 3分の 1に相当する注 3。この地震は、四川省、甘粛省、陝西省

























































四川大地震による文化遺産の被害は、2008年 6月 5日時点で 3185件(2766
件の博物館所蔵品を含む)に及んでいる。中国政府文物管理局の発表によると、
全国重点文物保護単位 169件（世界遺産 2箇所を含む）、省級文物保護単位 250





































表 4-1 地震地域における歴史文化名城・名鎮の分布情況注 9  
項目 合計 四川省 甘粛省 陝西省 
歴史文 
化名城 

















合計 23 21 1 1 
 
 
表 4-2 震災地における世界遺産の分布状況注 10 
世界遺産名称 遺産類形 登録時間 所属地区 
九寨溝 自然遺産 1992.12 阿ヴァ［阿坝］州 九寨溝県 
黄龍 自然遺産 1992.12 阿ヴァ［阿坝］ 松潘県 
都江堰・青城
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表 4-3 昭化の調査日程 
順 番 期 間 調査内容 
第 1回 2008年 5月 20日～30日 政府の災害直後の政府による緊急調査協力と現況把握 




第 3回 2009年 3月 21日、22日 昭化再建検討の調査協力 
第 4回 2009年 9月 23日、24日 保存地区市街地と重点的な歴史的建造物の復興状況調査 
第 4回   2010年 8月(1週間) 
歴史的建造物の被害および修
理のデータの補完調査 
第 5回 2011年 3月(2週間） 
第 6回 2011年 7月(2週間） 

























































表 4-4 保存地区内の歴史的建造物の件数 





小  屋 20 20 





















表 4-5 四川省農村民家地震破壊程度技術条例の被災判断基準 
     損傷程度 






























表 4-6 歴史的建造物の被害状況 
建造物分類 重度損傷 中程度損傷 軽微損傷 合計 
文物保護単位 
建造物(件) 2(5%) 11(31%) 23(64%) 36(100%) 
未指定歴史的 
建造物(件) 12(8%) 38(27%) 91(65%) 141(100%) 
















表 4-7 地震波と平壁損傷の関連性 
地震波と平壁の関係 件数（件） 平壁崩落数（件） 割合（％） 
平行 93 14 15 
平行しない 84 15 18 
合計 177 29 16 
 
 
表 4-8 地震波と妻壁損傷の関連性 
地震波と妻壁の関係 件数（件） 妻壁崩落数（件） 割合（％） 
平行 84 10 12 
平行しない 93 18 19 


































表 4-9 文物保護単位建造物の被害状況 
建造物分類 重度損傷 中程度損傷 軽微損傷 合計 
文物保護単位 
建造物(件) 2 11 23 36 
割 合（％） 5％ 31％ 64％ 100％ 
 
 文物保護単位建造物 36件の用途の内訳は、住宅が 15件、学校校舎が 12件、
博物館が 5件、門が 2件、宗教建築 1件、科挙試験場が 1件である。地震の被
害状況と建造物の用途の関係は明確にはみられなかった。すべての文物保護単
位建造物は生活や活動に利用されている建造物である。 
























用途 損傷程度 被害状況 被害経緯 被害要因 











3 A17 住宅 中 平壁上部崩落 大壁の崩落 土壁崩落 
4 A19 住宅 中 妻壁崩落 玉石混り土の大壁崩落 
玉石混り土の 
壁崩落 
5 A21 住宅 中 入口の壁 壁の上部崩落 改造箇所の 崩落 
6 A68 博物館 中 妻壁崩落 大壁の崩落 土壁崩落 
7 C58 門 中 妻壁崩落 大壁の上部崩落 土壁崩落 
8 C67 宗教 中 平壁崩落 大壁の崩落 土壁崩落 
9 E67 住宅 中 平壁の上部崩落 大壁の崩落 土壁崩落 
10 E68 住宅 中 平壁崩落 大壁の上部崩落 土壁崩落 
11 E73 住宅 中 平壁崩落 玉石混り土の大壁上部崩落 
玉石混り土の 
壁崩落 
12 E74 住宅 中 妻壁崩落 大壁の一部崩落 土壁崩落 
13 E76 住宅 中 妻壁崩落 玉石混り土の大壁崩落 
玉石混り土の 
壁崩落 
14 A20 住宅 軽 壁と梁の接続部 屋根瓦崩落 壁面ひび  
15 A23 住宅 軽 屋根、壁 屋根瓦崩落 竹壁の一部がひび  
16 A64 博物館 軽 屋根、壁 屋根瓦崩落 壁面ひび  
17 A65 博物館 軽 屋根、壁 屋根瓦崩落 壁面ひび  
18 A66 博物館 軽 屋根、壁 屋根瓦崩落 壁面ひび  
19 A67 博物館 軽 屋根、壁 屋根瓦崩落 壁面ひび  
20 B39 
学校 





校舎 軽 屋根、壁 
屋根瓦崩落 
壁面ひび  












用途 損傷程度 被害状況 被害経緯 被害要因 
22 B41 
学校 













































校舎 軽 屋根、壁 
屋根瓦崩落 
壁面ひび  
32 C61 試験場 軽 屋根、壁 屋根瓦崩落 壁面ひび  
33 E69 住宅 軽 屋根、壁 屋根瓦崩落 壁面ひび  
34 E70 住宅 軽 壁 柱と壁の接続部のひび  
35 E72 住宅 軽 架構材と壁の 接続部 
柱と壁の接続部の
ひび  
36 E77 住宅 軽 屋根、壁 屋根瓦崩落 壁面ひび  












表 4-11 文物保護単位建造物の被害分類 
被害状況 被害件数 建造物の番号 
構造部材のほぞ抜けによる桁
の落下 2 A15、E66 
大壁の一部崩落 10 A17、A19、A68、C58、C67、E67、E68、
E73、E74、E76 
改造壁上部崩落 1 A21 
柱と壁の接続部の壁崩落 2 E70、E72 
垂木と平壁上部に接する部分
のひび 1 A20 
屋根瓦崩落、壁面のひび 19 A64-A67、B39-B50、C61、E69、E77 
妻壁の一部崩落 1 A23 
合 計 36  





















































































































   
① 上部の木材（B41） ② 屋根瓦が崩落（B43） ③ 外壁（B42） 
















































(8%)、中程度損傷が 38件(27%)、軽微損傷が 91件(65%)であった。 













表 4-12 未指定歴史的建造物の被害状況 
建造物分類 重度損傷 中程度損傷 軽微損傷 合計 
未指定歴史的建
造物(件) 12 38 91 141 








































用途 損傷程度 被害状況 被害経緯 被害要因 
1 A14 元住宅 重 倒壊 柱、梁等折損 小屋組崩落 部材老朽化 
2 A57 元住宅 重 一部倒壊 小屋組崩落 部材老朽化 
3 A76 元住宅 重 屋根崩落 梁、垂木等折損 部材老朽化 
4 B13 元住宅 重 倒壊 柱、梁等折損 小屋組崩落 部材老朽化 
5 B16 元住宅 重 屋根崩落 柱ズレ 梁等折損 部材老朽化 
6 B78 元住宅 重 妻壁崩落 妻壁軸部折損 部材老朽化 





表 4-13 未指定歴史的建造物の重度損傷のリスト(続き) 
8 D10 元住宅 重 倒壊 柱、梁等折損 小屋組崩落 部材老朽化 
9 D31 元住宅 重 一部倒壊 小屋組崩落 部材老朽化 
10 D48 元住宅 重 屋根崩落 軸組折損 小屋組崩落 部材老朽化 
11 D98 元住宅 重 屋根崩落 軸組折損 小屋組崩落 部材老朽化 
12 D99 元住宅 重 屋根崩落 軸組折損 小屋組崩落 部材老朽化 
※  重：重度損傷 
 








図 4-16 未指定歴史的建造物の重度損傷の被害状況 
 
3.2.3 未指定歴史的建造物中程度損傷建造物の被害 

















① （A24）壁が倒壊 ② （C41）壁の一部が崩落 
 
図 4-17 大壁仕上げの未指定歴史的建造物の被害状況 
 






用途 損傷程度 被害状況 被害経緯 被害要因 
13 A24 住宅 中 平壁 玉石混り土の壁崩落 
玉石混り土の壁
崩落 
14 A26 住宅 中 妻壁 大壁の土壁崩落 土壁崩落 
15 A27 住宅 中 妻壁 大壁の煉瓦壁崩落 煉瓦の壁崩落 
16 A29 住宅 中 妻壁 大壁の煉瓦壁崩落 煉瓦の壁崩落 
17 A33 住宅 中 妻壁 大壁の土壁崩落 土壁崩落 
18 A56 住宅 中 妻壁 大壁の土壁崩落 土壁崩落 
19 A59 住宅 中 妻壁 大壁の土壁崩落 土壁崩落 
20 A60 住宅 中 平壁 大壁の煉瓦壁崩落 煉瓦崩落 
21 A77 住宅 中 妻壁 玉石混り土の大壁崩落 
玉石混り土の壁
崩落 
22 A111 住宅 中 妻壁 大壁の土壁崩落 土壁崩落 
23 B12 住宅 中 妻壁 大壁の土壁崩落 土壁崩落 
24 B24 住宅 中 妻壁 大壁の土壁崩落 土壁崩落 




表 4-14 未指定歴史的建造物中程度損傷のリスト（続き） 
25 B25 住宅 中 妻壁 大壁の土壁崩落 土壁崩落 
26 B29 住宅 中 妻壁 大壁の土壁崩落 土壁崩落 
27 B33 住宅 中 妻壁 大壁の土壁崩落 土壁崩落 
28 B34 住宅 中 平壁 大壁の土壁崩落 土壁崩落 
29 B35 住宅 中 妻壁 大壁の土壁ひび 土壁ひび 
30 B37 住宅 中 妻壁 大壁の土壁ひび 土壁ひび 
31 B60 住宅 中 平壁 大壁の土壁崩落 土壁崩落 
32 C1 住宅 中 平壁 大壁の土壁崩落 土壁崩落 
33 C16 住宅 中 妻壁 入口上部壁崩落 土壁崩落 
34 C35 商店 中 妻壁 大壁の土壁崩落 土壁崩落 
35 C41 住宅 中 妻壁 大壁の煉瓦壁崩落 煉瓦崩落 
36 C48 住宅 中 妻壁 大壁の土壁崩落 土壁崩落 
37 C72 住宅 中 妻壁 大壁の土壁崩落 土壁崩落 
38 D15 住宅 中 妻壁 大壁の土壁崩落 土壁崩落 
39 D43 住宅 中 平壁 玉石混り土の大壁崩落 
玉石混り土の壁
崩落 
40 D61 住宅 中 平壁 大壁の土壁崩落 土壁崩落 
41 D96 住宅 中 平壁 大壁の土壁崩落 土壁崩落 
42 D105 住宅 中 妻壁 大壁の土壁崩落 土壁崩落 
43 D106 住宅 中 平壁 大壁の土壁崩落 土壁崩落 
44 E26 住宅 中 平壁 大壁の土壁崩落 土壁崩落 
45 E37 住宅 中 平壁 玉石混り土の大壁崩落 
玉石混り土の壁
崩落 
46 E38 住宅 中 平壁 大壁の土壁崩落 土壁崩落 
47 E44 住宅 中 妻壁、平壁 大壁の土壁崩落 土壁崩落 
48 E52 住宅 中 妻壁、平壁 大壁の土壁崩 土壁崩落 
49 E57 住宅 中 平壁 玉石混り土の大壁崩落 
玉石混り土の壁
崩落 
50 E62 商店 中 妻壁 大壁の土壁崩落 土壁崩落 







































図 4-18 改造された未指定歴史的建造物 
 






用途 損傷程度 被害状況 被害経緯 被害要因 
51 A28 住宅 軽 屋根瓦 屋根瓦崩落  
52 A34 旅館 軽 屋根瓦 屋根瓦崩落  
53 A35 旅館 軽 屋根瓦 屋根瓦崩落  
54 A36 旅館 軽 屋根瓦 屋根瓦崩落  
55 A37 旅館 軽 屋根瓦 屋根瓦崩落  
56 A38 旅館 軽 屋根瓦 屋根瓦崩落  
57 A39 旅館 軽 屋根瓦 屋根瓦崩落  
58 A40 旅館 軽 屋根瓦 屋根瓦崩落  
59 A41 旅館 軽 屋根瓦 屋根瓦崩落  
60 A42 旅館 軽 屋根瓦 屋根瓦崩落  
61 A61 住宅 軽 屋根瓦 屋根瓦崩落  
62 A62 住宅 軽 屋根瓦 屋根瓦崩落  
63 A63 商店 軽 屋根瓦 屋根瓦崩落  
64 A69 住宅 軽 屋根瓦、壁 屋根瓦崩落、壁ひび  
65 A70 住宅 軽 屋根瓦 屋根瓦崩落  
66 A72 商店 軽 屋根瓦 屋根瓦崩落  
67 A73 商店 軽 屋根瓦、壁 屋根瓦崩落、壁ひび  
68 A74 商店 軽 屋根瓦、壁 屋根瓦崩落、壁ひび  
69 A84 住宅 軽 屋根瓦 竹壁 
屋根瓦崩落、竹壁
の一部崩落  










用途 損傷程度 被害状況 被害経緯 被害要因 
70 A96 商店 軽 梁と壁の接続部分 梁と壁の接続部分、縦方向のひび  
71 A97 商店 軽 梁と壁の接続部分 梁と壁の接続部分、縦方向のひび  
72 A98 商店 軽 屋根瓦 屋根瓦崩落  
73 A108 住宅 軽 梁と壁の接続部分 梁と壁の接続部分、縦方向のひび  
74 A112 住宅 軽 屋根瓦 屋根瓦崩落  
75 B2 商店 軽 屋根瓦、壁 屋根瓦崩落、壁ひび  
76 B62 住宅 軽 屋根瓦、壁 屋根瓦崩落、壁ひび  
77 B67 住宅 軽 屋根瓦、壁 屋根瓦崩落、壁ひび  
78 B74 住宅 軽 屋根瓦、壁 屋根瓦崩落、壁ひび  
79 B75 住宅 軽 屋根瓦、壁 屋根瓦崩落、壁ひび  
80 B76 住宅 軽 屋根瓦 屋根瓦崩落  
81 C2 住宅 軽 屋根瓦、壁 屋根瓦崩落、壁ひび  
82 C11 商店 軽 屋根瓦、壁 屋根瓦崩落、壁ひび  





84 C15 住宅 軽 屋根瓦 屋根瓦の一部崩落  
85 C20 住宅 軽 屋根瓦、柱 屋根瓦崩落、柱ズレ  
86 C21 商店 軽 屋根瓦、壁 屋根瓦崩落、壁ひび  
87 C22 商店 軽 屋根瓦 屋根瓦の一部崩落  
88 C40 住宅 軽 屋根瓦、壁 屋根瓦崩落、壁ひび  
89 C50 商店 軽 屋根瓦、壁 屋根瓦崩落、壁ひび  
90 C70 商店 軽 屋根瓦 屋根瓦の一部崩落  











用途 損傷程度 被害状況 被害経緯 被害要因 
91 C71 住宅 軽 屋根瓦 屋根瓦の一部崩落  
92 C75 住宅 軽 屋根瓦 壁面 
屋根瓦崩落 
壁面剥落  
93 C76 住宅 軽 上部架構と壁の接続部分 
接続部分、縦方向の
ひび  
94 C80 商店 軽 屋根瓦、壁 屋根瓦崩落、壁ひび  
95 C81 商店 軽 屋根瓦、壁 屋根瓦崩落、壁ひび  
96 D1 商店 軽 屋根瓦、壁 屋根瓦崩落、壁ひび  
97 D3 住宅 軽 屋根瓦 屋根瓦の一部崩落  
98 D4 住宅 軽 屋根瓦 屋根瓦の一部崩落  
99 D6 住宅 軽 屋根瓦、壁 屋根瓦崩落、壁ひび  
100 D7 住宅 軽 屋根瓦 屋根瓦の一部崩落  
101 D12 商店 軽 屋根瓦、壁 屋根瓦崩落、壁ひび  
102 D13 商店 軽 屋根瓦 屋根瓦の一部崩落  
103 D14 住宅 軽 屋根瓦、壁 屋根瓦崩落、壁ひび  
104 D16 商店 軽 屋根瓦 屋根瓦の一部崩落  
105 D19 商店 軽 屋根瓦、壁 屋根瓦崩落、壁ひび  
106 D30 住宅 軽 屋根瓦 屋根瓦の一部崩落  
107 D36 住宅 軽 屋根瓦、壁 屋根瓦崩落、壁ひび  
108 D37 住宅 軽 上部架構と壁の接続部分 
接続部分、縦方向の
ひび  
109 D66 住宅 軽 上部架構と壁の接続部分 
接続部分、縦方向の
ひび  
110 D74 商店 軽 屋根瓦、壁 屋根瓦崩落、壁ひび  
111 D75 商店 軽 屋根瓦、壁 屋根瓦崩落、壁ひび  
112 D76 商店 軽 屋根瓦、壁 屋根瓦崩落、壁ひび  
113 D80 商店 軽 屋根瓦 屋根瓦の一部崩落  
114 D81 商店 軽 屋根瓦 屋根瓦の一部崩落  
115 D82 商店 軽 屋根瓦 屋根瓦の一部崩落  
116 D83 商店 軽 屋根瓦 屋根瓦の一部崩落  
117 D86 住宅 軽 屋根瓦、壁 屋根瓦崩落、壁ひび  
118 D95 商店 軽 屋根瓦、壁 屋根瓦崩落、壁ひび  
119 D104 住宅 軽 上部架構と壁の接続部分 
接続部分、縦方向の
ひび  
120 D110 商店 軽 屋根瓦、壁 屋根瓦崩落、壁ひび  
121 D111 商店 軽 屋根瓦、壁 屋根瓦崩落、壁ひび  
122 D112 商店 軽 屋根瓦 屋根瓦の一部崩落  










用途 損傷程度 被害状況 被害経緯 被害要因 
123 E3 住宅 軽 屋根瓦、壁 屋根瓦崩落、壁ひび  
124 E17 商店 軽 屋根瓦、壁 屋根瓦崩落、壁ひび  
125 E21 住宅 軽 上部架構と壁の接続部分 
接続部分、縦方向の
ひび  
126 E23 住宅 軽 屋根瓦、壁 屋根瓦崩落、壁ひび  
127 E27 住宅 軽 屋根瓦、壁 屋根瓦崩落、壁ひび  
128 E28 住宅 軽 屋根瓦、壁 屋根瓦崩落、壁ひび  
129 E29 住宅 軽 屋根瓦 屋根瓦の一部崩落  
130 E31 住宅 軽 屋根瓦、壁 屋根瓦崩落、壁ひび  
131 E34 商店 軽 屋根瓦 屋根瓦の一部崩落  
132 E45 商店 軽 屋根瓦、壁 屋根瓦崩落、壁ひび  
133 E46 商店 軽 屋根瓦、壁 屋根瓦崩落、壁ひび  
134 E47 住宅 軽 屋根瓦、壁 屋根瓦崩落、壁ひび  
135 E48 住宅 軽 屋根瓦 屋根瓦の一部崩落  
136 E56 住宅 軽 屋根瓦、壁 屋根瓦崩落、壁ひび  
137 E58 商店 軽 屋根瓦、壁 屋根瓦崩落、壁ひび  
138 E59 住宅 軽 屋根瓦、壁 屋根瓦崩落、壁ひび  
139 E63 商店 軽 屋根瓦、壁 屋根瓦崩落、壁ひび  
140 E64 住宅 軽 屋根瓦、壁 屋根瓦崩落、壁ひび  
141 E65 住宅 軽 屋根瓦、壁 屋根瓦崩落、壁ひび  






その内訳は重度損傷が 12 件(8%)、中程度損傷が 38 件(27%)、軽微損傷が 91 件
(65%)であった。これらの未指定歴史的建造物の被害をそれぞれ分析すると、次
のような傾向が把握された。 











② 中程度損傷の建造物は 38件で約 27パーセントを占める。中程度損傷の建
造物に共通する被害は、壁の損傷である。妻壁が損傷した物件が 23 件、

























































物件が 11 件、軽微損傷の物件は 23 件であった。これらの文物保護単位建造物
の被害をそれぞれ分析すると、次のような傾向が把握された。 








































② 中程度損傷の建造物は 38件で約 27パーセントを占める。中程度損傷の建
造物に共通する被害は、壁の損傷である。妻壁が損傷した物件が 23 件、





















注 1  矢守克也：災害年報「中国・四川大地震」、2009、pp.42-44 
注 2  http://www.csi.ac.cn/sichuan/zyn080602001.htm  
（中国地震情報ホームページ）2013.3.05時点 






注 6 前掲書注 4、中国城市規発展報告（2008-2009）、p.35  
注 7 前掲書注 4、中国城市規発展報告（2008-2009）、p.65 
注 8  北京大学：中国の世界遺産、北京大学出版社、2008、p.6 
注 9  前掲書注 4、中国城市規発展報告（2008-2009）、p.27 
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の被災建造物に対して同額であり、軽微損傷は 1000元(1元 15円として 1万 5
千円)、中程度損傷は 2000元、重度損傷は 22000元であった。未指定歴史的建
造物の平均修理金額に対する補助金の割合は、軽微損傷で 10パーセント、中




表 5-1 未指定歴史的建造物の補助金と修理費総額に対する割合 
損傷程度 軽微損傷 中程度損傷 重度損傷 
補助金 1000元 2000元 22000元 
修理費総額に対する
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表 5-2 文物保護単位建造物の修理状況 
文物保護単
位建造物 修理済 部分修理 未修理 合計 
件数（件） 23 12 1 36 
割合（%） 64 33 3 100 
 
   
①被災の状況（A15） ②木材の交換 ③壁の修理 















































重度損傷（件） 0 3 5 3 1 12 
中程度損傷（件） 7 28 0 0 3 38 
軽微損傷（件） 47 34 5 1 4 91 
総件数（件） 54 65 10 4 8 141 
割合（%） 38 46 7 3 6 100 
   
 
 

























































   
























































図 5-5 文物保護単位建造物の修理の状況 
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表 5-4 昭化の歴史的建造物の耐震診断要素 
地盤 ① 状態、傾斜等の確認 
構造 ② 構造同士の結合の状態 






その他 ⑦ 柱、梁、垂木、棟木等の構造材の腐朽、劣化、虫害、 













































注 2   昭化古城管理委員会の文書、2009第 1号 








注 4   西村幸夫：都市保存計画、東京大学出版社、2004、ｐ.703 
注 5   文化庁文化財部：文化財建造物等の地震時における安全性確保に関する指針、 
1996 
注 6   文化庁：重要文化財（建造物）の活用に対する基本的な考え方、1999 
注 7   http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9C%B0%E7%9B%A4%E8%AA%BF%E6%9F%BB  
地盤調査 2012.12.01 閲覧 
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調査は四川大地震発生直後の 2008年 5月から 2012年 7月の期間に計 8回実施
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式は、家屋 177件、小屋 20件、工作物 3件であったが、建造物の構造や規模
が似ている家屋 177件を歴史的建造物被災の分析対象とした。177件のうち文
















































その内訳は重度損傷が 12 件(8%)、中程度損傷が 38 件(27%)、軽微損傷が 91 件
(65%)であった。これらの未指定歴史的建造物の被害をそれぞれ分析すると、次
のような傾向が把握された。 








② 中程度損傷の建造物は 38件で約 27パーセントを占める。中程度損傷の建
造物に共通する被害は、壁の損傷である。妻壁が損傷した物件が 23 件、










































らかの被害を被ったが、2012 年 7 月時点で修理が完了した建造物は 54 件(38
パーセント)であった。部分的に修理された建造物は 65 件(46 パーセント)、





































































































































































































































































































































































家屋番号 A14 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
玉石混り土 
（有柱） 
損傷程度 重度 修理期間  
損傷部分 屋根、垂木、棟木、壁 架構材と棟木の接続部分 修理材料  
未修理部分 未修理 修理費 
（金額）  未修理原因 利用しないため 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 30%崩落（図 1）、雨が降るために、土壁が崩落（図 2） ○2 妻壁と棟木の架構材接続部分に縦方向のひび（幅 2cm程度）が多い（図 3） ○3 南面の壁が暫定的に棍棒によって支えられている（図 4）  ○4 妻壁と平壁の接続部分に、壁の一部が崩落（図 5） ○5 老朽化のために、棟木/柱が折れ、上部構造が崩壊（図 6、図 7、図 8）  ○6 竹壁の土が剥落、煉瓦で修理（図 9）  
修理による 
変 化  
備 考  
   
図 1 （20100320） 図 2 （20110401/20120624） 図 3 （20110401） 
   
図 4 （20110401） 図 5 （20110401） 図 6 （20120624） 
   




家屋番号 A15 住所  
入居者  
所有権 個人 建築用途 門 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
玉石混り土 
（有柱） 
損傷程度 重度 修理期間 2010年 6月—2010年 9月 
損傷部分 屋根、垂木 棟木、壁、柱 修理材料 
煉瓦、コンクリート 
瓦（新規）、木材 
未修理部分 なし 修理費 





○1 屋根瓦約 40%崩落、新しい瓦で修理（図 1、図 2、図 3） ○2 西面の一部屋根が崩落、棟木、垂木等が折れた（図 4、図 5） ○3 西面切り妻壁の一部崩落（図 6）、煉瓦で修理 （図 7） 
修理による 
変 化 玉石混り土の壁が煉瓦に変化 
備 考  
   
図 1 （20080512） 図 2 （20090321） 図 3 （20110715）修理後 
   
図 4  （20100320） 図 5 （20120624）修理後 図 6 （20090321） 
 
  




家屋番号 A17 住所 南門巷街 25 号 
入居者 2人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
玉石混り土 
（有柱） 
損傷程度 中程度 修理期間 2011年 5月—2011年 7月 
損傷部分 屋根、壁 修理材料 煉瓦、コンクリート、瓦（新規） 
未修理部分 なし 修理費 





○1 屋根瓦約 30%崩落 ○2 南面の土壁の上部が崩落（図 2） ○3 壁がひび（修理の詳細不明）、玉石混り土の壁が煉瓦に変化（図 3、図 4） ○4 東面の壁がひび、修理する時に土壁がコンクリートに変化（図 5、図 6） 
修理による 
変 化 伝統的材料の壁がコンクリートに変化 
備 考  
   
図 1 （20110715） 図 2 （20110715）修理後 図 3 （20110715）修理後 
   




家屋番号 A19 住所 南門巷街 25 号 
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
玉石混り土 
（有柱） 
損傷程度 中程度 修理期間 2010年 6月—2010年 9月 
損傷部分 屋根、壁 修理材料 コンクリート、煉瓦、瓦（新規） 
未修理部分 なし 修理費 
（金額）  未修理原因  
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 30%崩落 ○2 西面の玉石混り土壁が崩落（図 2、図 3、図 4）、修理する時に玉石混り土壁 
が煉瓦に変化（図 5） 
修理による 
変 化 玉石混り土の壁が煉瓦に変化 
備 考  
   
図 1 （20110401） 図 2 （20080512） 図 3 （20090321） 
  
 




家屋番号 A20 住所 南門巷街 19号 
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
玉石混り土 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間 2010年 12月—2011年 7月 
損傷部分 屋根、壁、柱 梁と壁の接続部分 修理材料 煉瓦、コンクリート、瓦（新規） 
未修理部分 なし 修理費 
（金額） 2.5万元 未修理原因  
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 40%崩落、新しい瓦で修理 ○2 梁と壁の接する部分には軽微なにひびがある（図 2、図 3） ○3 壁と柱の間に、約１cmのひびがあり、コンクリートで修理 （図 4） ○4 柱は幅 3cm程度の傾斜（図 5、図 6） 
修理による 
変 化  
備 考  
   
図 1 （20110715） 図 2 （20110401） 図 3 （20110715）修理後 
   
図 4 （20110715）修理後 図 5 （20110715） 図 6 （20110715） 
   




家屋番号 A21 住所 南門巷 11号 
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 中程度 修理期間 2008年 5月—2012年 3月 
損傷部分 上部と壁の接する部分 修理材料 瓦（新規） 
未修理部分 なし 修理費 
（金額） 5000元 未修理原因  
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 40%崩落、新しい瓦で修理 ○2 入口の上に改造された壁の一部が崩落（図 3）、煉瓦で一部が修理（図 4） 
修理による 
変 化  
備 考  
   
図 1 （20110715） 図 2 （20120624） 図 3 （20110715） 
 
  




家屋番号 A23 住所 南門巷街 11号 
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間 2010年 12月—2011年 7月 
損傷部分 屋根、壁 修理材料 瓦（新規） 
未修理部分 妻壁、竹壁 修理費 
（金額） 5000元 未修理原因 資金不足 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 40%崩落、新しい瓦で修理  ○2 妻壁の上部が一部崩落、落下しないように暫定的に木材を置いてある 
（図 2）  
○3 下部の竹壁に表面の土が剥落（図 3） 
 
修理による 
変 化  
備 考   
   




家屋番号 A24 住所 南門巷街  
40、42、46号 
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
玉石混り土 
（有柱） 
損傷程度 中程度 修理期間 2008年 5月—2008年 5月 
損傷部分 屋根、壁 修理材料 瓦（新規） 
未修理部分 東の壁 修理費 
（金額） 1000元 未修理原因 資金不足 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 20%崩落、新しい瓦で修理 ○2 玉石混り土壁が崩落（図 2、図 3）  ○3 土壁の上部が傾斜、崩落しないように暫定的に縄で固定した（図 3） 
修理による 
変 化  
備 考   
  




家屋番号 A26 住所 南門巷 44号 
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 中程度 修理期間 2008年 5月—2008年 6月 
損傷部分 屋根、壁 壁の接続部分 修理材料 
瓦（新規） 
煉瓦、コンクリート 
未修理部分  修理費 
（金額） 1000元 未修理原因  
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 20%崩落、新しい瓦で修理 ○2 上部柱の末端ズレ（図 2） ○3 崩落した壁が煉瓦（新規）で修理され、コンクリートで表面が 
塗抹された（図 3、図 4） 
修理による 
変 化  
備 考   
   
図 1 （20110715） 図 2 （20110715） 図 3 （20110715） 
 
  




家屋番号 A27 住所 南門巷 44号 
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 中程度 修理期間 2008年 5月—2008年 5月 
損傷部分 屋根、壁、柱 壁の接続部分 修理材料 瓦（新規） 
未修理部分 壁の上部、柱 壁の接続部分のひび 修理費 （金額） 1000元 未修理原因 資金不足 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 20%崩落、新しい瓦で修理 ○2 壁に内包されている壁が崩落（図 2、図 3） ○3 壁の表面が剥落、壁と柱の接続部分にひびがある（図 4） ○4 柱老朽化（図 5） 
 
修理による 
変 化  
備 考   
   
図 1 （20110715） 図 2 （20110715） 図 3 （20120324） 
  
 




家屋番号 A28 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間 2008年 9月—2009年 9月 
損傷部分 屋根 修理材料 瓦（新規）、煉瓦、木材 コンクリート 
未修理部分  修理費 
（金額） 22万元 未修理原因  
被害/修理 
箇所の詳細 屋根瓦約 40%崩落  
修理による 
変 化 既存建物を撤去、新築 
備 考  
   




家屋番号 A29 住所 南門巷 38号 
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 中程度 修理期間 2008年 7月—2009年 7月 
損傷部分 屋根、柱、壁 修理材料 瓦（新規）、煉瓦 コンクリート 
未修理部分 妻壁、柱 修理費 
（金額） 22万元 未修理原因 資金不足 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 20%崩落、新しい瓦で修理 ○2 妻壁の部材ズレ（図 3） ○3 軸組が壁に内包される南面の壁と平壁（竹壁）が崩落、伝統的材料で
修理。材料不足のために、1/3の壁がまだ修理されなかった 
（図 4、図 5） 
○4 柱老朽化（図 6） 
修理による 
変 化 竹壁が煉瓦に変化 
備 考  
   
図 1 （20110401） 図 2 （20110401） 図 3 （20120624） 
   




家屋番号 A33 住所 南門街 9号 
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 




損傷程度 中程度 修理期間 2008年 5月—2012年 3月 
損傷部分 屋根、壁 上部構造と壁の接続部分 修理材料 
煉瓦、コンクリート 
木材、瓦（新規） 
未修理部分 なし 修理費 
（金額） 57.6万元 未修理原因  
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 30%崩落 ○2 軸組が壁に内包される壁から、大きいひびが生じた（図 3、図 4） 
 
修理による 
変 化 既存建物を撤去され、新築 
備 考  
   
図 1 （20110715） 図 2 （20120323） 図 3 （20080530） 
 
  




家屋番号 A34-42 住所 南門巷街 
5、7、9号 
入居者 辜家大院   
所有権 政府 建築用途 旅館 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間 2008年 5月—2008年 5月 
損傷部分 屋根 修理材料 瓦（新規） 
未修理部分 なし 修理費 
（金額） 不明 未修理原因  
被害/修理 
箇所の詳細 屋根瓦約 20%崩落、新しい瓦で修理 
修理による 
変 化  
備 考  
   









所有権 個人 建築用途 住宅 




損傷程度 中程度 修理期間 2008年 6月 
損傷部分 屋根、壁、柱 鈎形平面の壁 修理材料 瓦（新規）、煉瓦 
未修理部分 鈎形平面の壁 修理費 
（金額） 20.6万元 未修理原因 資金不足 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 30%崩落、新しい瓦で修理 ○2 上部の竹壁の表面が約 70%剥落（図 3） ○3 軸組が内包される壁にひび（幅 2cm程度）がある（図 4） ○4 軸組が内包される平壁が崩落（図 5、図 6） 
修理による
変 化 土壁（約 2/3程度）が煉瓦に变化 
備 考  
   
図 1 （20110715） 図 2 （20120624） 図 3 （20110715） 
   




家屋番号 A57 住所  
入居者 3人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 重度 修理期間  
損傷部分 屋根、垂木、 棟木、壁、柱 修理材料  
未修理部分 未修理 修理費 
（金額）  未修理原因 複数所有者のため、 修理方法が未合意 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 30%崩落 ○2 枋と柱の接続部分老朽化して、折損した（図 3） ○3 上部の竹壁崩落、多数の土壁が崩落（図 4） ○4 柱が折損したために、上部の構造が崩落（図 2、図 5、図 6、図 7） 
 
修理による 
変 化 一間倒壊 
備 考 全てにかかる修理費の見積りは約 10万元 
   
図 1 （20110403） 図 2 （20110403） 図 3 （20120624） 
   
図 4 （20110403） 図 5 （20120324） 図 6 （20120624） 
 
  




家屋番号 A59 住所  
入居者  
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清  壁材 （柱有無） 
日乾煉瓦造 
（有柱） 
損傷程度 中程度 修理期間 2008年 5月—2008年 6月 
損傷部分 屋根、壁、柱 修理材料 瓦（新規） コンクリート、木材 
未修理部分 壁 修理費 
（金額） 1.5万元  未修理原因 近くに新しい建物を建った 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 30%崩落、新しい瓦で修理 ○2 軸組が壁に内包される土壁が崩落、コンクリートで修理（図 2、図 3） 
修理による
変 化  
備 考  
   
図 1 （20110401） 図 2 （20120624） 図 3 （20120324） 
 
  




家屋番号 A60 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 中程度 修理期間 2008年 5月—2008年 6月 
損傷部分 屋根、梁、垂木 棟木、壁、柱 修理材料 瓦（新規）、木材 
未修理部分 柱 修理費 
（金額） 31.3万元 未修理原因 利用しないため 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 30%崩落、新しい瓦で修理（図 1） ○2 棟木和垂木の一部が折損、新しい木材で交換（図 2） ○3 軸組が内包される壁が崩落（図 3、図 4） 
修理による 
変 化  
備 考  
   
図 1 （20120624） 図 2 （20110715） 図 3 （20110401） 
 
  




家屋番号 A61 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間 2010年 3月—2011年 3月 
損傷部分 屋根、棟木 修理材料 瓦（新規）、木材 
未修理部分 なし 修理費 






変 化  






家屋番号 A62 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
  （有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間 2008年 5月—2008年 6月 
損傷部分 屋根、梁、壁 修理材料 瓦（新規） 
未修理部分 梁、壁面 修理費 
（金額）  未修理原因  
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 20%崩落、新しい瓦で修理 ○2 妻壁の表面が剥落（図 2） 
修理による 
変 化  
備 考  
  
 




家屋番号 A63 住所 太守街 19、21号 
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途  
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
日乾煉瓦造 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間 2008年 5月—2008年 6月 
損傷部分 屋根 修理材料 瓦（新規） 
未修理部分 なし 修理費 
（金額）  未修理原因  
被害/修理 
箇所の詳細 屋根瓦約 20%崩落、新しい瓦で修理 
修理による 
変 化  
備 考  
  
 




家屋番号 A64-A67 住所 太守街 23号 
入居者  
所有権 政府 建築用途 博物館 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
日乾煉瓦造 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間 2010年 5月—2011年 4月（中止） 
損傷部分 屋根、壁 修理材料 セン、コンクリート 煉瓦、瓦（新規） 
未修理部分  修理費 






変 化  
備 考   
   
図 1 （20110401） 図 2 （20110401） 図 3 （20110401） 
 
  




家屋番号 A68 住所 太守街 23号 
入居者  
所有権 政府 建築用途 博物館 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
日乾煉瓦造 
（有柱） 
損傷程度 中程度 修理期間 2010年 5月—2011年 4月（中止） 
損傷部分 屋根、壁、柱 修理材料 セン、コンクリート 煉瓦、瓦（新規） 
未修理部分 壁面 修理費 
（金額）  未修理原因 資金不足 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 柱の一部が割れ、木造材料で修理 （図 1） ○2 妻壁の一部が崩落した（図 2、図 3、図 4）、煉瓦で修理（図 5、図 6） 
修理による 
変 化   
備 考   
   
図 1 （20120624）修理後 図 2 （20100321） 図 3 （20100321） 
   




家屋番号 A69 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 




損傷程度 軽微 修理期間 2009年 3月—2009年 3月 
損傷部分 屋根、壁 修理材料 瓦（新規） 
未修理部分 壁の表面 修理費 
（金額） 7000元 未修理原因 利用しないため 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 40%崩落、新しい瓦で修理 ○2 壁の表面が剥落（図 2） ○3 壁と柱の接する部分ではひびが見られる（図 3） 
修理による 
変 化  
備 考   
   




家屋番号 A70 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間 2008年 5月—2008年 9月 
損傷部分 屋根 修理材料 瓦（新規） 
未修理部分 なし 修理費 
（金額）  未修理原因  
被害/修理 
箇所の詳細 屋根瓦約 40%崩落、新しい瓦で修理 
修理による 
変 化  
備 考  
  
 




家屋番号 A72 住所 太守街 27、29号 
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 商店 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間 2008年 5月—2008年 9月 
損傷部分 屋根 修理材料 瓦（新規） 
未修理部分 なし 修理費 
（金額） 1.3万元 未修理原因  
被害/修理 
箇所の詳細 屋根瓦約 30%崩落、新しい瓦で修理 
修理による 
変 化  
備 考  
 
  




家屋番号 A73 住所 太守街 39号 
入居者  
所有権 個人 建築用途 商店 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間  
損傷部分 屋根、壁 修理材料 瓦（新規） 
未修理部分 妻壁の表面 修理費 
（金額）  未修理原因 利用しないため 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 40%崩落、新しい瓦で修理  ○2 妻壁には 2cmのひびがある（図 3） ○3 妻壁の表面が剥落（図 4） 
修理による 
変 化  
備 考  
   
図 1 （20110715） 図 2 （20110715） 図 3 （20110715） 
 
  




家屋番号 A74 住所  太守街 41、
43、45号 
入居者 2人   
所有権 個人 建築用途 商店 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間 2008年 5月—2008年 9月 
損傷部分 屋根、壁 修理材料 瓦（新規）、木材 
未修理部分 妻壁ひび 修理費 






変 化  
備 考  
  
 




家屋番号 A76 住所  
入居者 2人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
日乾煉瓦造 
（有柱） 
損傷程度 重度 修理期間 2011年 9月—2012年 1月 
損傷部分 屋根、梁、棟木、 壁と棟木の接続部分 修理材料 瓦（新規） 
未修理部分  修理費 
（金額） 1万元 未修理原因  
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 30%崩落 ○2 上部の構造は西南方面に傾斜、柱が傾斜（図 2） ○3 窓の付近にひびがある（図 3） ○4 壁と棟木の架構材接続部分に縦方向のひびがある（図 4） ○5 土壁が剥落 ○6 老朽化のために、一部の建物の上部構造が崩壊（図 6） 
 
修理による 
変 化  
備 考  
   
図 1 （20120324） 図 2 （20110715） 図 3 （20110715） 
   




家屋番号 A77 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
玉石混り土 
（有柱） 
損傷程度 中程度 修理期間 2008年 5月—2008年 5月 
損傷部分 屋根、棟木、壁 修理材料 瓦（新規） 
未修理部分  修理費 
（金額） 4000元 未修理原因 資金不足 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 40%崩落、新しい瓦で修理（図 1） ○2 老朽化のため、棟木の一部が折れた（図 2、図 3） ○3 軸組が壁に内包される土壁が崩落（図 4） 
 
修理による 
変 化  
備 考  
   
図 1 （20120324） 図 2 （20110715） 図 3 （20110715） 
  
 




家屋番号 A84 住所  
入居者 2人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
 木壁 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間 2008年 5月—2008年 6月 
損傷部分 屋根、垂木、壁 修理材料 瓦（新規） 
未修理部分 竹壁 修理費 
（金額）  未修理原因 利用しないため 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 40%崩落、新しい瓦で修理 ○2 竹壁の一部（約 20%）が崩落（図 3、図 4） 
修理による 
変 化  
備 考  
   
図 1 （20110401） 図 2 （20120624） 図 3 （20110715） 
 
  




家屋番号 A96 住所 吐费街 5、7 
9、11号 
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 商店 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間 2008年 5月—2008年 5月 
損傷部分 屋根、壁 梁と壁の接続部分 修理材料 瓦（新規） 
未修理部分 梁と壁の接続部分 修理費 
（金額）  未修理原因 利用しないため 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 20%崩落、新しい瓦で修理（図 1） ○2 壁の上部の一部が崩落し、一時的に煉瓦によって支えられている（図 3） ○3 妻壁では縦方向のひびが見られる（幅約 0.5cm）（図 4） 
修理による 
変 化  
備 考  
   
図 1 （20110401） 図 2 （20110403） 図 3 （20110401） 
 
  




家屋番号 A97 住所 吐费街 
 13、15号 
入居者  
所有権 個人 建築用途 商店 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間 2008年 5月—2008年 5月 
損傷部分 屋根、壁、 棟木と壁の接続部分 修理材料 瓦（新規）  
未修理部分 なし 修理費 
（金額）  未修理原因  
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 40%崩落、新しい瓦で修理 ○2 棟木と壁の接続部分では（幅が約 1cm）ひびが見られ、コンクリートで
修理（図 2、図 3） 
修理による 
変 化  
備 考  
   




家屋番号 A98 住所 吐费街 17、
19、21号 
入居者  
所有権 政府 建築用途 公共 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間 2008年 5月—2008年 5月 
損傷部分 屋根 修理材料 瓦（新規） 
未修理部分 なし 修理費 
（金額）  未修理原因  
被害/修理 
箇所の詳細 屋根瓦約 20%崩落、新しい瓦で修理 
修理による 
変 化  
備 考  
  
 




家屋番号 A108 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 




損傷程度 軽微 修理期間  
損傷部分 屋根、壁 壁と棟木の接続部分 修理材料 瓦（新規） 
未修理部分 未修理 修理費 
（金額） 1000元 未修理原因  
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 20%崩落 ○2 壁と棟木の接続部分から縦方向のひびが生じた （図 1） 
修理による 
変 化  
備 考  
 
  




家屋番号 A111 住所 吐费街 
31、33、35号 
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 




損傷程度 中程度 修理期間 2008年 5月—2008年 6月 
損傷部分 屋根、壁 壁と棟木の接続部分 修理材料 瓦（新規） 
未修理部分 妻壁 修理費 
（金額）  未修理原因 撤去予定 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 40%崩落、新しい瓦で修理 ○2 軸組が内包される妻壁の一部が崩落（図 2） 
修理による 
変 化  
備 考  
  
 




家屋番号 A112 住所 吐费街 37、39号 
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 民国 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間  
損傷部分 屋根 修理材料 瓦（新規） 
未修理部分 未修理 修理費 
（金額）  未修理原因 利用しないため 
被害/修理 
箇所の詳細 屋根約 20%崩落（図 2） 
修理による 
変 化  
備 考  
  
 





家屋番号 B2 住所 相府街 38号 
入居者 1人   
所有権 個人 建築用途 商店 
建築年代 民国 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間 2009年 9月（約 5カ月） 
損傷部分 屋根、棟木と壁の接続部分 修理材料 煉瓦、瓦（新規） コンクリート 
未修理部分 妻壁 修理費 
（金額） 18.1万元 未修理原因 利用しないため 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦が約 90%崩落  ○2 妻壁にひびがあり（幅が約 2cm）、コンクリートで修理（図 3） 
 
修理による 
変 化  
備 考  
   




家屋番号 B12 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
 




損傷程度 中程度 修理期間  
損傷部分 屋根、壁の鈎形平面部分 修理材料 瓦（新規） 
未修理部分 壁 修理費 





○1 屋根が全体崩落、新しい瓦で修理 ○2 軸組が内包される部分が崩落（図 3、図 4） 
修理による 
変 化  
備 考  
   








家屋番号 B13 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 




損傷程度 重度 修理期間 2008年 5月（約 1週間） 
損傷部分 屋根、棟木、柱、壁 架構材接続部分 修理材料 瓦（新規）、古い棟木 
未修理部分 棟木、柱、壁 架構材接続部分 修理費 （金額） 不明 未修理原因 資金不足 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 80%崩落、新しい瓦で修理 ○2 妻壁と平壁の接続部分に、壁の一部が崩落（図 1） ○3 妻壁と棟木の架構材接続部分に縦方向のひびが多い（図 2） ○4 軸組の老朽化のために、一部が全て倒壊（図 2）  
 
修理による 
変 化  
備 考  
  
 
図 1 （20110715） 図 2 （20110715）  
   




家屋番号 B16 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 重度 修理期間  
損傷部分 屋根、棟木 垂木、壁、柱 修理材料 
煉瓦と瓦（新規） 
コンクリート 











○1 屋根約 30%崩落 ○2 柱の位置が少しずれる（西面に傾斜）（図 1、図 2） ○3 老朽化のために、上部架構が崩落。平壁と棟木の架構材接続部分に壁の
一部が崩落、棟木と垂木の一部が折られる（図 2） 
○4 被害の部分が撤去された、一部の壁しか保存していない 
（図 3、図 4、図 5） 
 
修理による 
変 化  
備 考   
   
図 1 （20080512） 図 2 （20080512） 図 3（20110715） 
  
 




家屋番号 B24 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 公共 
 
建築年代 民国 壁材 （柱有無） 
日乾煉瓦造 
（有柱） 
損傷程度 中程度 修理期間  
損傷部分 屋根、枋、壁 修理材料 煉瓦、瓦（新規） コンクリート、木材 











○1 屋根瓦が全て崩落 ○2 棟木の一部が折れ、棒によって暫定的に支えられている（図 4） ○3 軸組が内包される壁の一部が崩落、新しい煉瓦で修理（図３、図 5） 
 
修理による 
変 化  
備 考   
   
図 1 （20110715） 図 2 （20110715） 図 3（20110715）修理後 
  
 




家屋番号 B25 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 




損傷程度 中程度 修理期間 2008年 5月—2008年 6月 
損傷部分 屋根、棟木、壁 修理材料 煉瓦、瓦（新規） コンクリート、木材 








○1 屋根瓦約 70%崩落 ○2 軸組が壁に内包される妻壁が崩落、煉瓦で新築（図３、図 4） ○3 壁のひび（長さが 2.5m、幅が 0.5cm）（図 6） 
  
修理による 
変 化  
備 考  
   
図 1 （20110715） 図 2 （20110715） 図 3（20110715）修理後 
   




家屋番号 B29 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 民国 壁材 （柱有無） 
日乾煉瓦造 
（無柱） 
損傷程度 中程度 修理期間  
損傷部分 壁、屋根瓦 梁と壁の接続部分 修理材料 瓦（新規） 
未修理部分 梁と壁の接続部分 修理費 
（金額） 1000元 未修理原因 利用しないため 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦が全て崩落 ○2 棟木と壁の接続部分にはひびがある 
（長さが約 1.2m、幅が 1cm）（図 3） 
○3 軸組が内包される壁の一部が崩落（図 4、図 5） ○4 柱と壁の間にひびがある（図 6） 
 
修理による 
変 化  
備 考  
    
図 1  (20110715) 図 2  (20110715) 図 3  (20110715) 
   




家屋番号 B33 住所 吐费街 62号 
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 




損傷程度 中程度 修理期間 2008年 5月—2008年 5月 （約 4日） 
損傷部分 屋根、梁、壁 修理材料 瓦（新規）、コンクリート、煉瓦 
未修理部分 平壁と妻壁の接続部分 修理費 
（金額） 4000元 未修理原因 利用しないため 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦が約 40%崩落 ○2 軸組が内包される壁の一部が崩落（図 3、図４） 
修理による 
変 化  
備 考  
   
図 1 （20110715） 図 2 （20110715） 図 3 （20110715 
 
  




家屋番号 B34 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 民国 壁材 （柱有無） 
日乾煉瓦造 
（有柱） 
損傷程度 中程度 修理期間  
損傷部分 屋根、壁、木柱 修理材料  
未修理部分 壁のひび、柱ズレ 修理費 
（金額） 2000元 未修理原因 利用しないため 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦が約 40%崩落 ○2 妻壁の一部が崩落（図 3）  ○3 壁の縦方向のひび（長さが約 1m）が見られる（図 5、図 6） 
修理による 
変 化  
備 考  
   
図 1 （20110401） 図 2 （20110401） 図 3 （20110401） 
 
  




家屋番号 B35 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 民国 壁材 （柱有無） 
日乾煉瓦造 
（有柱） 
損傷程度 中程度 修理期間  
損傷部分 屋根、壁 修理材料  
未修理部分 壁のひび 修理費 
（金額） 5000元 未修理原因 利用しないため 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦が約 60%崩落 ○2 軸組が壁に内包される平壁が崩落（図 3） ○3 後ろの壁と棟木の接続部分では、大きなひびが見られる 
（幅が約 0.5cm、長さが約 1.5m）（図 4） 
修理による 
変 化  
備 考  
   
図 1 （20120624） 図 2 （20120624） 図 3 （20120324）修理後 
 
  




家屋番号 B37 住所  
入居者  
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 民国 壁材 （柱有無） 
日乾煉瓦造 
（有柱） 
損傷程度 中程度 修理期間  
損傷部分 屋根、壁 修理材料  
未修理部分 壁のひび 修理費 
（金額） 2000元 未修理原因 利用しないため 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦が約 60%崩落 ○2 平壁の縦方向のひび（幅が約 2mm、長さが約 1m）（図 3） ○3 平壁と棟木の接続部分には縦方向のひびがある（図 4） ○4 妻壁には縦方向のひびがある（図 5） ○5 軸組が内包される壁に縦方向のひびがある（図 6） 
修理による 
変 化  
備 考  
   
図 1 （20120624） 図 2 （20120624） 図 3 （20110401） 
   




家屋番号 B39-B50 住所  
入居者  
所有権 政府 建築用途 学校校舎 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間  
損傷部分 屋根、垂木 棟木、枋、壁 修理材料 
瓦（新規）、木材 
煉瓦、コンクリート 
未修理部分 なし 修理費 
（金額）  未修理原因  
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 60%崩落、同じ形の瓦で修理（図 3） ○2 壁には軽微なひびがあり、同じ形の煉瓦で修理（図 4） 
修理による 
変 化  
備 考  
   
図 1 （20110715） 図 2 （20110401） 図 3 （20110401） 
 
  




家屋番号 B60 住所 相府街 98号 
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 民国 壁材 （柱有無） 
日乾煉瓦造 
（有柱） 
損傷程度 中程度 修理期間  
損傷部分 屋根、棟木、垂木、壁、柱 修理材料 瓦（新規） コンクリート、木材 
未修理部分 柱 修理費 
（金額） 5000元 未修理原因 資金不足 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦が約 60%崩落 ○2 軸組が内包される土壁の一部が崩落、煉瓦で修理（図 3） 
修理による
変 化  
備 考  
   




家屋番号 B62 住所 相府街 96号 
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 民国 壁材 （柱有無） 
日乾煉瓦造 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間 2008年 5月 
損傷部分 屋根、壁 修理材料 瓦（新規） 
未修理部分 竹壁 修理費 
（金額） 3500元 未修理原因 資金不足 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根が全て崩落し、新しい瓦で修理 ○2 梁と壁の接続部分にひびがある（図 3） ○3 竹壁の表面が剥落（図 4、図 5） 
修理による
変 化  
備 考  
   
図 1 （20110715） 図 2 （20110715） 図 3 （20110715） 
  




家屋番号 B67 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 民国 壁材 （柱有無） 
日乾煉瓦造 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間 2008年 7月（約 7日） 
損傷部分 屋根、壁 修理材料 瓦（新規）、コンクリート 
未修理部分 なし 修理費 
（金額） 5500元 未修理原因  
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦 30%崩落（図 3） ○2 壁には小さいひびが見られ、コンクリートで修理（図 4） 
修理による 
変 化  
備 考  
   
図 1 （20110715） 図 2 （20110715） 図 3 （20110715） 
 
 




家屋番号 B74 住所 相府街 128号 
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
日乾煉瓦造 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間 2008年 6月（約 20日） 
損傷部分 屋根、壁 修理材料 瓦（新規）、コンクリート 
未修理部分  修理費 
（金額） 3.15万元 未修理原因 資金不足 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 30%崩落（図 1、図 2） ○2 壁の一部がひび（図 3） 
 
修理による
変 化  
備 考  
   




家屋番号 B75 住所 相府街 126号 
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間  
損傷部分 屋根、壁 修理材料 瓦（新規） 
未修理部分 竹壁 修理費 
（金額）  未修理原因 利用しないため 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 10%崩落 ○2 竹壁の一部が剥落（図 3） 
修理による
変 化  
備 考  
   




家屋番号 B76 住所  
入居者  
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間  
損傷部分 屋根 修理材料 瓦（新規） 
未修理部分  修理費 
（金額）  未修理原因  
被害/修理 
箇所の詳細 屋根瓦約 10%崩落 
修理による
変 化  
備 考  
  
 




家屋番号 B78 住所 相府街 122-124 号 
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 重度 修理期間 2008年 8月 
損傷部分 屋根、棟木、垂木 枋、壁、柱 修理材料 煉瓦、コンクリート、木材 
未修理部分 柱 修理費 
（金額） 2万元 未修理原因 利用しないため 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 30%崩落  ○2 棟木の一部が折れたため、新しい木材で交換（図 4） ○3 老朽化のために、柱が折れ、上部構造が崩落（図 5） ○4 柱が折れ、棍棒によって暫定的に支えられている（図 4） ○5 老朽化の柱（図 6）  
修理による
変 化  
備 考 建造物の一部を利用しない 
   
図 1 （20080704） 図 2 （20120324） 図 3 （20080704） 
   





家屋番号 C1 住所 吐費街 44号 
入居者 3人 
所有権 個人 建築用途 住宅 




損傷程度 中程度 修理期間 2009年 3月—2010年 4月 
損傷部分 屋根、壁、柱 修理材料 瓦（新規） 煉瓦、コンクリート 
未修理部分 なし 修理費 
（金額）  未修理原因  
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦の一部が崩落 ○2 壁に縦方向のひびがあり、コンクリートで修理（図 3） ○3 軸組が内包される土壁が 90%崩落、コンクリートで修理（図 4） 
修理による 
変 化  
備 考  
   
図 1  (20110715) 図 2  (20120624) 図 3  (20110715) 
 
  




家屋番号 C2 住所 吐費街 44号 
入居者 2人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間 2009年 10月（約 1カ月） 
損傷部分 屋根、枋、壁 修理材料 木材、瓦（新規） コンクリート 
未修理部分  修理費 
（金額） 6500元 未修理原因  
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根約 20%崩落、新しい瓦で修理（図 3） ○2 木材部材が折れ、新しい木材で交換（図 4） ○3 土壁にひびが多い、コンクリートで修理（図 5） 
修理による 
変 化  
備 考  
   
図 1  (20110404) 図 2  (20120324) 図 3  (20110404) 
  
 




家屋番号 C11 住所 吐費街 18号 
入居者 2人 
所有権 個人 建築用途 商店 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間 2008年 5月（約 1カ月） 
損傷部分 屋根、垂木、壁 修理材料 木材、瓦（新規） 
未修理部分 壁の表面、柱 修理費 
（金額） 4000元 未修理原因 利用しないため 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦の一部が崩落 ○2 平壁と妻壁の接続部分に縦方向のひびが見られる（図 2） 
修理による 
変 化  
備 考  
   




家屋番号 C14 住所  
入居者  
所有権 政府 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間  
損傷部分 屋根、垂木 棟木と壁の接続部分 修理材料  
未修理部分 未修理 修理費 
（金額）  未修理原因 利用しないため 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦の一部が崩落 ○2 妻壁と棟木の接続部分にひびがある（幅が約 1cm、長さが 1m）（図 2） 
修理による 
変 化  
備 考  
  
 




家屋番号 C15 住所  
入居者    
所有権 政府 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間  
損傷部分 屋根、垂木 修理材料  
未修理部分 未修理 修理費 




変 化  
備 考  
  
 




家屋番号 C16 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 




損傷程度 中程度 修理期間  
損傷部分 屋根、棟木、垂木、壁 修理材料 木材、瓦（新規） 煉瓦、コンクリート 
未修理部分 壁のひび 修理費 
（金額）  未修理原因 利用しないため 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦の一部が崩落（図 2、図 3、図 4） ○2 軸組が壁に内包される壁が崩落、煉瓦で修理（図 5、図 6） 
修理による 
変 化  
備 考  
   
図 1 （20120624） 図 2 （20110715） 図 3 （20110715） 
   




家屋番号 C20 住所  
入居者 3人   
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間  
損傷部分 屋根、棟木、柱 修理材料 木材、瓦（新規） 
未修理部分 柱 修理費 
（金額）  未修理原因 利用しないため 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 10%崩落（図２） ○2 柱は東に傾斜（約 5°）（図 3） 
修理による 
変 化  
備 考  
   




家屋番号 C21 住所 吐費街 2号 
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 商店 
建築年代 民国 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間 2008年 5月—2008年 6月 
損傷部分 屋根、垂木、壁 壁の接続部分、入口と窓 修理材料 
瓦（新規） 
コンクリート、木材 
未修理部分 壁の接続部分のひび 修理費 
（金額）  未修理原因 資金不足 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦崩落（詳細不明） ○2 壁にひびが多い（図３） ○3 壁の接続部分にひびがある（図４） 
修理による 
変 化  
備 考  
    
   
図 1 （20110715） 図 2 （20110401） 図 3 （20110401）修理後 
 
  




家屋番号 C22 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 商店 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
 木壁 
 （有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間  
損傷部分 屋根 修理材料 瓦（新規） 
未修理部分  修理費 




変 化  
備 考  
  
 




家屋番号 C35 住所 太守街 133 号 
入居者 2人 
所有権 個人 建築用途 商店 




損傷程度 中程度 修理期間  
損傷部分 屋根、壁 修理材料 煉瓦、瓦（新規）、コンクリート 
未修理部分 窓と入口のひび 修理費 
（金額） 1万元  利用しないため 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦崩落 ○2 軸組が内包される土壁の一部が崩落、煉瓦に更新された（図 3） ○3 南側に土壁の一部が崩落、コンクリートで修理（図 4） 
修理による 
変 化  
備 考  
   
図 1 （20110715） 図 2 （20110715） 図 3 （20110715） 
 
  




家屋番号 C40 住所  
入居者 2人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間 2009年 3月（約９カ月） 
損傷部分 屋根、壁 修理材料 瓦（新規）、煉瓦 
未修理部分 壁のひび、竹壁 修理費 
（金額） 16.5万元 未修理原因 利用しないため 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦の一部が崩落（図 2、図 3） ○2 土壁にひびがあり、地震後煉瓦で交換（図 4） ○3 竹壁の表面が剥落（図 5、図 6） 
修理による 
変 化  
備 考  
   
図 1 （20110715） 図 2 （20110715） 図 3 （20110715） 
   
図 4 （20120624） 図 5 （20110404） 図 6  (20110715) 
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家屋番号 C41 住所  
入居者 2人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 中程度 修理期間 2009年 10月—2009年 11月 
損傷部分 屋根、壁 修理材料 煉瓦、瓦（新規）、木材 コンクリート、砂 
未修理部分  修理費 
（金額） 7000元 未修理原因 利用しないため 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 40%崩落、新しい瓦で修理（図 1） ○2 軸組が壁に内包される煉瓦が崩落（図 2、図 3、図 4） 
修理による 
変 化  
備 考  
   
図 1 （20110715） 図 2 （20110715） 図 3  (20110715) 
 
  




家屋番号 C48 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 民国 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 中程度 修理期間  
損傷部分 屋根、壁 棟木と壁の接続部分 修理材料 
煉瓦、瓦（新規） 
コンクリート 
未修理部分 上部の壁 修理費 
（金額） 1万元 未修理原因 利用しないため 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦の一部が崩落 ○2 土壁が倒壊、煉瓦で修理（図 3） 
修理による 
変 化  
備 考  
   




家屋番号 C50 住所 太守街 132、134 
138、140 号 
入居者 2人 
所有権 個人 建築用途 商店 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間 2008年 6月（約 1カ月） 
損傷部分 屋根、壁 修理材料 コンクリート 煉瓦、瓦（新規） 
未修理部分 壁のひび 修理費 
（金額） 私費（約 2万元） 未修理原因 利用しないため 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦の一部崩落し、新しい瓦で修理（図 2） ○2 壁に縦方向のひびがある（幅が約 1mm）（図３） 
修理による 
変 化  
備 考  
   




家屋番号 C58 住所  
入居者  







損傷程度 中程度 修理期間  
損傷部分 屋根、壁 修理材料 瓦（新規） 
未修理部分 壁の表面 修理費 
（金額）  未修理原因 利用しないため 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋面瓦約 80%崩落（図 1） ○2 入口の土壁の表面が崩落（図 2、図 3、図 4） ○3 妻壁の上部が約 50%崩落（図 5） 
修理による 
変 化  
備 考  
   
図 1  (20110715) 図 2  (20110715) 図 3  (20080708) 
  
 




家屋番号 C61 住所  
入居者  
所有権 政府 建築用途 試験場 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
日乾煉瓦造 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間  
損傷部分 屋根 修理材料 瓦（新規） 
未修理部分  修理費 
（金額）  未修理原因  
被害/修理 
箇所の詳細 屋根瓦約 30%崩落、壁面のひび （図 1、図 2、図 3） 
修理による 
変 化  
備 考  
   





家屋番号 C67 住所  
入居者  
所有権 政府 建築用途 宗教 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
日乾煉瓦造 
（有柱） 
損傷程度 中程度 修理期間  
損傷部分 屋根、壁 修理材料  
未修理部分  修理費 
（金額）  未修理原因  
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 20%崩落（図 1） ○2 土壁は全体的に倒壊、煉瓦で修理 （図 2、図 3） 
修理による 
変 化  
備 考  
   




家屋番号 C70 住所 
太守街 90号 
太守街 104 号 
太守街 106号 
入居者 3人 
所有権 個人 建築用途 商店 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
日乾煉瓦造 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間  
損傷部分 屋根 修理材料 瓦（新規） 
未修理部分 なし 修理費 




変 化  
備 考  
 
  




家屋番号 C71 住所  
入居者  
所有権 政府 建築用途 公共 
建築年代 民国 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間  
損傷部分 屋根 修理材料 瓦（新規） 
未修理部分  修理費 




変 化  
備 考  
  
 




家屋番号 C72 住所  
入居者  
所有権 政府 建築用途 住宅 
建築年代 民国 壁材 （柱有無） 
日乾煉瓦造 
（有柱） 
損傷程度 中程度 修理期間  
損傷部分 屋根、壁 修理材料 瓦（新規）、煉瓦 コンクリート 
未修理部分 壁の接続部分のひび 修理費 
（金額） 1万元 未修理原因 利用しないため 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 30%崩落 ○2 梁と壁の接続部分に大きなひびがある 
（長さが約 2m、幅が約 5mm）(図 2) 
○3 軸組が内包される土壁が全て倒壊、煉瓦で新築（図 3、図 4） 
 
修理による 
変 化  
備 考  
   
図 1 （20110715） 図 2 （20110715） 図 3 （20110715） 
 
  




家屋番号 C75 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途     住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
 木壁 
 （有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間 2008年 10月（約 1カ月） 
損傷部分 屋根、梁、壁 修理材料 瓦（新規）、木材 
未修理部分 妻壁の表面 修理費 
（金額） 約 1万元 未修理原因 複数の所有者のため、修理方法が未合意 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦の一部崩落 ○2 土壁の表面が 50%剥落（図 3） ○3 後ろの壁に縦方向のひびが見られる（図 4） 
修理による 
変 化  
備 考  
   
図 1  (20110715) 図 2  (20110715) 図 3  (20110715) 
 
  




家屋番号 C76 住所  
入居者 2人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間  
損傷部分 屋根、棟木、垂木、壁 修理材料 木材、瓦（新規） 
未修理部分 妻壁のひび 壁の接続部分 修理費 （金額） 5000元 未修理原因 資金不足 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦の一部が崩落 ○2 壁の接続部分に縦方向のひびがある（図３） 
修理による 
変 化  
備 考  
   




家屋番号 C80 住所 太守街 80、82、
84、88 号 
入居者 4人 
所有権 個人 建築用途 商店 
建築年代 民国 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間  
損傷部分 屋根、垂木、棟木、壁 修理材料 木材、瓦（新規） 
未修理部分 なし 修理費 
（金額） 4000元 未修理原因  
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦の一部が崩落 ○2 妻壁にひびがあり、コンクリートで修理（図３） 
修理による 
変 化  
備 考  
   




家屋番号 C81 住所 太守街 78号 
入居者 3人 
所有権 個人 建築用途 商店 
建築年代 民国 壁材 （柱有無） 
日乾煉瓦造 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間 2008年 8月（約 2カ月） 
損傷部分 屋根、壁 修理材料 瓦（新規） 
未修理部分 入口のひび、竹壁 修理費 
（金額） 2.2万元 未修理原因 政府が許可しない 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦の一部が崩落（図 3） ○2 妻壁の表面が剥落（図 4） ○3 棟木と壁の接続部分にひびが見られる（幅が約 1cm）（図 5、図 6） ○4 竹壁の表面が剥落（図 7） 
修理による 
変 化  
備 考  
   
図 1  (20110715) 図 2 （20110715） 図 3 （20110715） 
   
図 4 （20110715） 図 5  （20110715） 図 6  （20110715） 
 
  





家屋番号 D1 住所 太守街 70号 
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 商店 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
日乾煉瓦造 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間 2008年 6月（約 2週間） 
損傷部分 屋根、棟木、枋、壁 修理材料 瓦（新規）、木材、コンクリート 
未修理部分 妻壁の表面 修理費 
（金額）  未修理原因 資金不足 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 30%崩落 ○2 妻壁の表面がひび、コンクリートで修理（図３、図４） 
修理による 
変 化  
備 考  
   
図 1 （20120324） 図 2 （20110715） 図 3 （20110715） 
 
  




家屋番号 D3 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 




損傷程度 軽微 修理期間  
損傷部分 屋根 修理材料  
未修理部分 未修理 修理費 







変 化  
備 考  
  
 




家屋番号 D4 住所 衙門巷街 136号 
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
 木壁 
 （有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間 2008年 9月（約１週間） 
損傷部分 屋根 修理材料 瓦（新規） 
未修理部分 なし 修理費 




変 化  








家屋番号 D5 住所  
入居者   1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
日乾煉瓦造 
（有柱） 
損傷程度 重度 修理期間  
損傷部分 完全倒壊 修理材料  
未修理部分 未修理 修理費 
（金額）  未修理原因 利用しないため 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 建造物が約 80%倒壊（図 1、図 2） ○2 柱が老朽化（図 6）、割れた（図 7） 
修理による 
変 化  
備 考 空地 
   
図 1 （20110715） 図 2 （20120324） 図 3 （20120324） 
  
図 4 （20120624） 図 5 （20120624） 図 6 （20120624） 
 
  




家屋番号 D6 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
日乾煉瓦造 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間  
損傷部分 屋根、壁 修理材料 瓦（新規）、コンクリート 














変 化  
備 考  
  
 




家屋番号 D7 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 民国 壁材 （柱有無） 
日乾煉瓦造 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間  
損傷部分 屋根 修理材料 瓦（新規） 













変 化  
備 考  
  
 




家屋番号 D10 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 




損傷程度 重度 修理期間  
損傷部分 屋根、棟木、垂木 梁、壁、木柱 修理材料  
未修理部分 未修理 修理費 
（金額） 2500元 未修理原因 利用しないため 
被害/修理 
箇所の詳細 老朽化のために、全体倒壊（図 1、図 2） 
修理による 
変 化  
備 考  
  
 




家屋番号 D12 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 商店 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱 
損傷程度 軽微 修理期間 2008年 6月 
損傷部分 屋根、壁 修理材料 瓦（新規）、コンクリート 
未修理部分 なし 修理費 
（金額） 6000元 未修理原因  
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦崩落 ○2 妻壁にひびがある 
修理による 
変 化  
備 考  
  
 




家屋番号 D13 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 商店 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間 2008年 6月 
損傷部分 屋根 修理材料 瓦（新規） 
未修理部分 なし 修理費 




変 化  
備 考  
  
 




家屋番号 D14 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間  
損傷部分 屋根、棟木、垂木 修理材料 瓦（新規）、煉瓦 木材、コンクリート 
未修理部分 梁と壁の接続部分 修理費 
（金額） 1.5万元 未修理原因 利用しないため 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 60%崩落 ○2 入口の付近にひびがある（図 1、図 2） 
修理による 
変 化  
備 考  
  
 




家屋番号 D15 住所  
入居者 2人 
所有権 個人 建築用途 住宅 




損傷程度 中程度 修理期間 2008年 6月 
損傷部分 屋根、壁 修理材料 新瓦、コンクリート 
未修理部分 なし 修理費 
（金額） 2000元 未修理原因  
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦が約 20%崩落 ○2 軸組が壁に内包される妻壁が約 30%崩落、煉瓦で修理（図 3） 
修理による 
変 化  
備 考  
   




家屋番号 D16 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 商店 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間  
損傷部分 屋根 修理材料 瓦（新規） 
未修理部分 なし 修理費 




変 化  
備 考  
 
  




家屋番号 D19 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 商店 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
日乾煉瓦造 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間 2008年 5月—2008年 6月 
損傷部分 屋根、壁 修理材料 瓦（新規） 
未修理部分 平壁 修理費 
（金額） 3000元 未修理原因 利用しないため 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 20%崩落 ○2 壁に小さいひびがある（幅が約 0.1cm） 
修理による 
変 化  
備 考  
  
 




家屋番号 D30 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間 2008年 5月 17日（約２週間） 
損傷部分 屋根 修理材料 瓦（新規） 
未修理部分 なし 修理費 




変 化  
備 考  
   




家屋番号 D31 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
玉石混り土 
（有柱） 
損傷程度 重度 修理期間  
損傷部分 屋根、棟木、垂木 梁、壁、木柱 修理材料  
未修理部分 未修理 修理費 
（金額）  未修理原因 利用しないため 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 40%が崩壊。老朽化した棟木と垂木が落ちた（図 2） ○2 南面の平壁の一部（30%）が崩壊（図 2、図 3、図 4） ○3 西面の妻壁の一部（10%）が崩壊（図 3） 
 
修理による 
変 化  
備 考  
   








家屋番号 D36 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 民国 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間  
損傷部分 屋根、壁 修理材料 瓦（新規）、コンクリート 
未修理部分 なし 修理費 
（金額）  未修理原因  
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 20%崩落 ○2 壁に小さいひびがあり、コンクリートで修理（図 2） 
修理による 
変 化  
備 考  
  
 




家屋番号 D37 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
日乾煉瓦造 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間 2008年 6月 
損傷部分 屋根、棟木と 壁の接続部分 修理材料 瓦（新規） 
未修理部分 棟木と壁の接続部分 修理費 
（金額） 4500元 未修理原因 利用しないため 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 30%崩落 ○2 壁と棟木の接続部分にひびがある（幅が約 2mm、長さが 1.2m）（図 3） 
修理による 
変 化  
備 考  
   




家屋番号 D43 住所  
入居者 2人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
玉石混り土 
（有柱） 
損傷程度 中程度 修理期間 2009年 2月（約 1カ月） 
損傷部分 屋根、壁 修理材料 煉瓦、 コンクリート 
未修理部分  修理費 
（金額） 1.3万 未修理原因 利用しないため 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 壁と架構材の接続部分にひびがある（図 4） ○2 軸組が内包される平壁の一部が崩落、コンクリートと煉瓦で修理 
（図 5） 
修理による 
変 化  
備 考  
    
   
図 1 （20110715） 図 2 （20110715） 図 3 （20110715） 
  
 




家屋番号 D48 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 




損傷程度 重度 修理期間  
損傷部分 屋根、棟木、垂木、壁 修理材料  
未修理部分 屋根、妻壁のひび 修理費 
（金額）  未修理原因  
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根約 20%崩落（図 1） ○2 妻壁にひびがある（幅が約 1cm、長さが約 1m）（図 3） ○3 妻壁の軸組が老朽化、土壁が約 40%崩落 (図 4、図 5、図 6、図 7) 
修理による 
変 化  
備 考  
   
図 1  (20120324) 図 2  (20110705) 図 3  (20110715) 
   
図 4  (20110715) 図 5  (20120624) 図 6  (20120624) 
  
 




家屋番号 D61 住所 県衙街 76号 
入居者 2人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
日乾煉瓦造 
（有柱） 
損傷程度 中程度 修理期間  
損傷部分 屋根、棟木 修理材料 瓦（新規）、コンクリート      





○1 屋根瓦約 40%崩落、新しい瓦で修理（図 1、図 2） ○2 軸組が壁に内包される土壁が崩落（図 3、図 4）、一部が煉瓦で修理 
 （図 5） 
修理による 
変 化  
備 考  
    
   
図 1 （20110715） 図 2 （20080811） 図 3 （20110715） 
  
 




家屋番号 D66 住所  
入居者  
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
玉石混り土 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間  
損傷部分 壁と架構材の接続部分 修理材料  
未修理部分  修理費 
（金額）  未修理原因 利用しないため 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 壁の一部が崩落（図 3） ○2 梁と壁の接続部分にひびがある（幅が約 2cm）（図 4、図 5） 
修理による 
変 化  
備 考  
   
図 1 （20110715） 図 2 （20110715） 図 3 （20110715） 
  
 








所有権 個人 建築用途 商店 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間 2009年 
損傷部分 屋根、壁 修理材料  
未修理部分 未修理 修理費 
（金額） 1000元 未修理原因  
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦 30%崩落 ○2 平壁にひびがある（幅が約 1.5cm）（図 3）  
修理による 
変 化  
備 考  
   








家屋番号 D80—D83 住所  
入居者  
所有権 政府 建築用途 商店 
建築年代 民国 壁材 （柱有無） 
 木壁 
 （有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間  
損傷部分 屋根 修理材料 瓦（新規） 
未修理部分 なし 修理費 




変 化  
備 考  
   








家屋番号 D86 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 民国 壁材 （柱有無） 
日乾煉瓦造 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間  
損傷部分 屋根、壁 修理材料  
未修理部分 未修理 修理費 
（金額） 5000元 未修理原因 利用しないため 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦の一部が崩落、未修理（図 3） ○2 壁に小さいひびがある（幅が約 0.5cm）（図 4） 
修理による 
変 化  
備 考  
   








家屋番号 D95 住所  
入居者  
所有権 政府 建築用途 商店 
建築年代 民国 壁材 （柱有無） 
日乾煉瓦造 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間 2011年 4月—2011年 6月 
損傷部分 屋根、棟木、壁 修理材料 瓦（新規）、木材、コンクリート 
未修理部分 なし 修理費 
（金額）  未修理原因  
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 30% 崩落 ○2 土壁にはひびがあり、煉瓦とコンクリートで修理（図３、図４） 
修理による 
変 化 土壁が煉瓦に変化 
備 考  
   








家屋番号 D96 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
玉石混り土 
（有柱） 
損傷程度 中程度 修理期間 2008年 8月 
損傷部分 屋根、壁 修理材料 瓦（新規）、コンクリート 
未修理部分 なし 修理費 
（金額） 4万元 未修理原因 なし 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 50%崩落 ○2 軸組が壁に内包される壁が崩落、コンクリートと煉瓦で修理 
（図 2、図 3） 
修理による 
変 化  
備 考  
    
   




家屋番号 D98、D99 住所  
入居者  
所有権 政府 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
玉石混り土 
（有柱） 
損傷程度 重度 修理期間  
損傷部分 屋根、棟木、垂木 枋、壁、柱 修理材料  
未修理部分  修理費 
（金額）  未修理原因  
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 架構の老朽化のために、上部が約 80%崩落（図 2） ○2 棟木と垂木が崩落（図 2、図 3、図 4） ○3 建造物が北方面に傾斜した（図 3） ○4 壁の一部（50%）が崩落（図 4） 
 
修理による 
変 化 空地 
備 考 土地を地元政府に売却後、政府が使用 
   
図 1 （20110715） 図 2 （20090924） 図 3 （20090924） 
   
図 4 （20090924） 図 5 （20090321） 図 6 （20090321） 
 
  




家屋番号 D104 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間 2008年 6月 
損傷部分 屋根、梁と壁の接続部分 修理材料 瓦（新規）、煉瓦 コンクリート 
未修理部分 なし 修理費 
（金額） 1.5万元 未修理原因  
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦の一部が崩落 ○2 壁に小さいひびがある（幅が約 1.5cm）、コンクリートで修理（図 3） 
修理による 
変 化  
備 考  
   




家屋番号 D105 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅       
建築年代 民国 壁材 （柱有無） 
日乾煉瓦造 
（有柱） 
損傷程度 中程度 修理期間 2009年 4月—2011年 1月 
損傷部分 屋根、垂木、壁 修理材料  
未修理部分  修理費 
（金額）  未修理原因  
被害/修理 
箇所の詳細 軸組が内包される土壁が崩落、煉瓦で修理（図 1、図 2） 
修理による 
変 化 建造物の構造が変化 
備 考  
    
  
 




家屋番号 D106 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 民国 壁材 （柱有無） 
日乾煉瓦造 
（有柱） 
損傷程度 中程度 修理期間 2009年 4月—2011年 1月 
損傷部分 屋根、壁 修理材料  
未修理部分  修理費 




変 化 建造物の構造が変化 
備 考  
    
  
 




家屋番号 D110 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 商店 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
日乾煉瓦造 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間 2008年 5月（2日） 
損傷部分 屋根、壁 修理材料 瓦（新規） 
未修理部分 なし 修理費 
（金額）  未修理原因  
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 40%崩落 ○2 妻壁にひびがある（幅が約 2cm）、コンクリートで修理 
修理による 
変 化  
備 考  
  
 




家屋番号 D111 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 商店 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間  
損傷部分 屋根、壁 修理材料 瓦（新規）、煉瓦 
未修理部分 なし 修理費 
（金額）  未修理原因  
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦の一部が崩落 ○2 壁に小さいひびがある 
修理による 
変 化  
備 考  
 
  




家屋番号 D112 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 商店 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間  
損傷部分 屋根 修理材料 瓦（新規）、煉瓦 コンクリート 
未修理部分 なし 修理費 




変 化  
備 考  
  
 





家屋番号 E3 住所 橘柏渡街253号 
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
日乾煉瓦造 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間 2008年 5月—2008年 6月 
損傷部分 屋根、棟木、壁、木柱 修理材料 瓦（新規） 
未修理部分 棟木、竹壁の表面 修理費 





○1 屋根瓦約 20%崩落 ○2 入口の付近に壁がひび（図 3） 
修理による 
変 化  
備 考  
   




家屋番号 E17 住所  
入居者  
所有権 個人 建築用途 商店 
建築年代 民国 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間 2008年 5月（約 4日） 
損傷部分 屋根、壁 修理材料 瓦（新規） 











○1 屋根瓦約 20%崩落（図 1） ○2 架構材と壁の接続部分にひびがあり、コンクリートで修理（図 2） 
修理による 
変 化  
備 考  
  
 




家屋番号 E21 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間 2008年 6月—2008年 7月 
損傷部分 屋根、棟木、壁 棟木と壁の接続部分、柱 修理材料 瓦（新規）、コンクリート 













○1 屋根瓦約 10%崩落 ○2 接続部分には縦方向のひびがある 
 
修理による 
変 化  
備 考  
  
 




家屋番号 E23 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間 2008年 5月（約 2週間） 
損傷部分 屋根、壁 修理材料 コンクリート、瓦（新規） 
未修理部分 なし 修理費 
（金額） 1.1万 未修理原因  
被害/修理 
箇所の詳細 




変 化  
備 考  
   




家屋番号 E26 住所 橘柏渡街
102号 
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 




損傷程度 中程度 修理期間 2008年 10月—2009年 2月 
損傷部分 屋根、棟木、垂木、壁 修理材料 瓦（新規）、煉瓦 コンクリート、木材 
未修理部分 なし 修理費 
（金額） 6.1万元 未修理原因  
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 30%崩落 ○2 土壁の一分部が崩落、修理する場合は、土壁が煉瓦に変化（図 4、図 5） 
修理による 
変 化  
備 考  
   
図 1 （20110401） 図 2 （20120324） 図 3  （20100620） 
  
 




家屋番号 E27 住所  
入居者  
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 軽微  修理期間  
損傷部分 屋根、壁 修理材料 木材、瓦（新規） 
未修理部分 なし 修理費 
（金額） 1000元 未修理原因  
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 30%崩落  ○2 壁で小さいひびが見られる（図 3） 
修理による 
変 化  
備 考  
   




家屋番号 E28 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間 2008年 6月— 2008年 7月 
損傷部分 屋根、棟木、壁 修理材料 瓦（新規）、木材 コンクリート 
未修理部分 壁の表面 修理費 
（金額） 1000元 未修理原因 利用しないため 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 10%崩落 ○2 壁の表面 10%剥落（図 3） 
修理による 
変 化  
備 考 90年代に、竹壁は煉瓦に変化 
   




家屋番号 E29 住所  
入居者  
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間  
損傷部分 屋根、棟木 修理材料 瓦（新規）、木材 
未修理部分 なし 修理費 
（金額） 1000元 未修理原因  
被害/修理 
箇所の詳細 屋根瓦約 20%崩落 
修理による 
変 化  
備 考  
  
 




家屋番号 E31 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途    住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間 2008年 5月—2008年 6月 
損傷部分 屋根、壁 修理材料 瓦（新規） 
未修理部分 妻壁のひび 修理費 
（金額） 1000元 未修理原因 利用しないため 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 5%崩落 ○2 妻壁で小さいひびが見られる（図 3） 
修理による 
変 化  
備 考 2007年には、土壁が煉瓦に変化 
    
   




家屋番号 E34 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 商店 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間 2008年 5月（約 1週） 
損傷部分 屋根、棟木 修理材料 瓦（新規）、木材 
未修理部分 なし 修理費 
（金額） 1000元 未修理原因  
被害/修理 
箇所の詳細 ○1 屋根瓦約 10%崩落 
修理による 
変 化  
備 考  
  
 




家屋番号 E37 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 




損傷程度 中程度 修理期間  
損傷部分 屋根、壁 修理材料  
未修理部分 なし 修理費 
（金額）  未修理原因  
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 10%崩落 ○2 軸組が壁に内包される平壁の一部が崩落、屋根瓦と土で補修（図 2） 
修理による 
変 化  
備 考  
  
 




家屋番号 E38 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 




損傷程度 中程度 修理期間  
損傷部分 屋根、棟木、柱、壁 修理材料  
未修理部分 棟木、柱、壁 修理費 
（金額）  未修理原因 資金不足 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 20%崩落 ○2 軸組が壁に内包される壁が崩落（図 3、図 4） 
修理による 
変 化  
備 考  
   








家屋番号 E44 住所 橘柏渡街 81号 
入居者  
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 民国 壁材 （柱有無） 
玉石混り土 
（有柱） 
損傷程度 中程度 修理期間 2008年 6月—2008年 8月 
損傷部分 屋根、棟木、壁 修理材料 瓦（新規）、木材 
未修理部分 壁ひび、剥落した壁 修理費 
（金額） 2000元 未修理原因 資金不足 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 30%崩落 ○2 軸組が壁に内包される妻壁の一部が崩落（図 3、図 4） 
修理による 
変 化  
備 考  
   








家屋番号 E45 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 商店 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間 2008年 5月（約 4日） 
損傷部分 屋根、壁 修理材料 瓦（新規） 
未修理部分 なし 修理費 
（金額） 2000元 未修理原因  
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 20%崩落（図 1） ○2 壁と柱の接続部分にはひびがある（図 2） 
修理による 
変 化  
備 考 2007年に、土壁が煉瓦に変化 
  
 




家屋番号 E46 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 商店 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間 2008年 5月—2008年 6月 （約 10日） 
損傷部分 屋根、壁 修理材料 瓦（新規） 
未修理部分 なし 修理費 
（金額） 1800元 未修理原因  
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 20%崩落（図 2） ○2 土壁には小さいひびがあり、コンクリートで修理（図 3） 
修理による 
変 化  
備 考  
   




家屋番号 E47 住所 橘柏渡街 75号 
入居者  
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間  
損傷部分 屋根、棟木、垂木 修理材料 瓦（新規） 
未修理部分 なし 修理費 
（金額） 1000元 未修理原因  
被害/修理 
箇所の詳細 屋根瓦約 50%崩落 
修理による 
変 化  
備 考  
   




家屋番号 E48 住所  
入居者  
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清/民国 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間 2008年 5月（約 5日） 
損傷部分 屋根、枋、柱 修理材料 瓦（新規）、木材 
未修理部分 なし 修理費 
（金額）  未修理原因  
被害/修理 
箇所の詳細 屋根瓦約 30%崩落 
修理による 
変 化  
備 考  
  
 




家屋番号 E52 住所 城関村街 2-50号 
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 




損傷程度 中程度 修理期間 2008年 5月（約 10日） 
損傷部分 屋根、梁、壁 修理材料 瓦（新規）、煉瓦、土 
未修理部分 妻壁 修理費 
（金額）  未修理原因 資金不足 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 20%崩落（図 1） ○2 軸組が壁に内包される妻壁の一部が崩落（図 2、図 3） 
修理による 
変 化  
備 考  
   
図 1 （20100620） 図 2 （20120324） 図 3 （20110715） 
   




家屋番号 E56 住所 橘柏渡街 63号 
入居者  
所有権 個人 建築用途 住宅 
 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
日乾煉瓦造 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間 2008年 5月—2008年 6月 
損傷部分 屋根、壁 修理材料 瓦（新規） 
未修理部分 妻壁の表面 修理費 
（金額） 1000元 未修理原因 利用しないため 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 20%崩落 ○2 妻壁の表面剥落（図 2） 
修理による 
変 化  
備 考  
  
 




家屋番号 E57 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途       住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
玉石混り土 
（有柱） 
損傷程度 中程度 修理期間 2008年 5月（約 4日） 
損傷部分 屋根、棟木、壁 修理材料 瓦（新規）、木材、コンクリート 
未修理部分 崩落壁 修理費 
（金額） 1000元 未修理原因 資金不足 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 20%崩落 ○2 軸組が壁に内包される玉石混り土壁が約 30%崩落（図 3） 
修理による 
変 化  
備 考  
   




家屋番号 E58 住所 橘柏渡街 61号 
入居者  
所有権 個人 建築用途 商店 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間 2008年 6月（約 3日） 
損傷部分 屋根、棟木、垂木、壁 修理材料 瓦（新規）、木材 
未修理部分  修理費 






変 化  
備 考  
  
 




家屋番号 E59 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間 2008年 5月（約１週） 
損傷部分 屋根、壁 修理材料 瓦（新規）、コンクリート 
未修理部分  修理費 
（金額） 1000元 未修理原因  
被害/修理 
箇所の詳細 屋根瓦約 20%崩落 
修理による 
変 化  
備 考  
  
 




家屋番号 E62 住所 橘柏渡街 53号 
入居者  
所有権 個人 建築用途 商店 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 中程度 修理期間 2008年 5月—2008年 6月 
損傷部分 屋根、壁、柱 修理材料 瓦（新規）、煉瓦、コンクリート 
未修理部分  修理費 
（金額）  未修理原因  
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 60%崩落 ○2 軸組が壁に内包される土壁が 30%崩落、土で修理（図 3）  
修理による 
変 化  
備 考  
   
図 1 （20110715） 図 2 （20110715） 図 3 （20110401） 
   
   
   




家屋番号 E63 住所  
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 商店 




損傷程度 軽微 修理期間 2008年 6月（約 15日） 
損傷部分 屋根、壁 梁と壁の接する部分 修理材料 
瓦（新規）、木材 
コンクリート 
未修理部分 土壁 修理費 
（金額） 1000元 未修理原因 利用しないため 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 20%崩落 ○2 壁の表面が約 60%剥落（図 3） 
修理による 
変 化  
備 考  
   




家屋番号 E64 住所  
入居者  
所有権 個人 建築用途 住宅 
 




損傷程度 軽微 修理期間  
損傷部分 屋根、壁 修理材料 瓦（新規） 
未修理部分 壁ひび 修理費 
（金額）  未修理原因 利用しないため 
被害/修理 
箇所の詳細 屋根瓦約 20%崩落 
修理による 
変 化  
備 考  
  
 




家屋番号 E65 住所  
入居者  
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
 木壁 
 （有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間  
損傷部分 屋根、梁、壁 修理材料 瓦（新規） 
未修理部分 梁、妻壁のひび 修理費 
（金額）  未修理原因 利用しないため 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 20%崩落 ○2 壁には小さいひびがある（図３） 
修理による 
変 化  
備 考  
   




家屋番号 E66 住所  
入居者  
所有権 個人 建築用途 住宅 




損傷程度 重度 修理期間  
損傷部分 屋根、棟木 垂木、梁、壁 修理材料  
未修理部分 未修理 修理費 
（金額）  未修理原因 利用しないため 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根は劣化するために、約 30%が崩落（図 1、図 2） ○2 梁がズレ、暫定的に梁が棍棒によって支えられている（図 3） ○3 土壁が約 40%崩落（図 4、図 5、図 6） 
修理による 
変 化  
備 考  
   
図 1 （20110401） 図 2 （20120324） 図 3 （20110401） 
   




家屋番号 E67 住所 橘柏渡街 19号 
入居者  
所有権 個人 建築用途 住宅 




損傷程度 中程度 修理期間 2008年 5月—2008年 6月（約 3日） 
損傷部分 屋根、棟木 垂木、壁、柱 修理材料 瓦（新規）、木材、コンクリート 
未修理部分 棟木、垂木、壁 修理費 
（金額）  約 2000元 未修理原因 利用しないため 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 20%崩落 ○2 壁のひび（図 2、図 3） ○3 入口と窓のところに小さいひびがあり、コンクリートで修理（図 4） ○4 棟木約 30%が老朽化（図 5） ○5 ４つの柱が老朽化、暫定的に棍棒で支えられている（図 6） ○6 土壁と上部架構の接する部分で土壁の一部が崩落（図 7、図 8） 
修理による 
変 化  
備 考  
   
図 1 （20110401） 図 2 （20110401） 図 3 （20110401） 
   
図 4 （20110401） 図 5 （20110401） 図 6 （20110401） 
  
 




家屋番号 E68 住所  
入居者  
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
日乾煉瓦造 
（有柱） 
損傷程度 中程度 修理期間  
損傷部分 屋根、棟木、垂木、壁 修理材料  
未修理部分 なし 修理費 
（金額）  未修理原因  
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋面瓦約 50%崩落 ○2 柱と壁の接続部分に、壁の一部が崩落（図 4、図 5） ○3 柱と壁の接続部分に、壁の一部が崩落（図 3）   ○4 壁の表面が剥落、コンクリートで修理（図 6） ○5 土壁が崩落、煉瓦で修理（図 7） 
修理による 
変 化 壁の材料の変化 
備 考  
    
   
図 1 （20120324） 図 2 （20100620） 図 3 （20110401） 
   
図 4 （20100620） 図 5 （20110715） 図 6 （20120324）修理後 
 
  




家屋番号 E69 住所  
入居者  
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
木壁 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間 2008年 5月—2008年 6月 
損傷部分 屋根 修理材料 瓦（新規） 
未修理部分 なし 修理費 
（金額）  未修理原因  
被害/修理 
箇所の詳細 屋根瓦約 20%崩落、同じ形の瓦で交換 
修理による 
変 化  
備 考  
  
 




家屋番号 E70 住所  
入居者  
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無）
木壁 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間  
損傷部分 屋根、壁 修理材料 瓦（新規）、コンクリート 
未修理部分 なし 修理費 
（金額）  未修理原因  
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 10%崩落 ○2 柱と壁の間に、ひびがある（図 2） 
修理による 
変 化 土壁が煉瓦に変化 
備 考  
  
 




家屋番号 E72 住所  
入居者  
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間 2008年 5月—2008年 6月 
損傷部分 屋根、棟木、垂木、壁 修理材料 瓦（新規） 
未修理部分 壁ひび 修理費 
（金額）  未修理原因 利用しないため 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 20%崩落 ○2 柱と壁の接続部にひびがある（図 2、図 3） 
 
修理による 
変 化  
備 考  
   




家屋番号 E73 住所  
入居者  
所有権 個人 建築用途 住宅 




損傷程度 中程度 修理期間 2008年 5月（約 1週間） 
損傷部分 屋根、棟木、垂木、壁 修理材料 新しい瓦、木材 
未修理部分 壁 修理費 
（金額）  未修理原因 文物単位のため 所有者修理できない 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋根瓦約 30崩落 ○2 棟木の一部老朽化（図 2、図 3） ○3 壁の表面が剥落（図 4） ○4 玉石混り土の壁の一部が崩落（図 5） ○5 窓の付近に土壁が崩落（図 6） 
修理による 
変 化  
備 考  
   
図 1 （20100620） 図 2 （20110401） 図 3 （20110401） 
   




家屋番号 E74 住所  
入居者  
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
玉石混り土 
（有柱） 
損傷程度 中程度 修理期間  
損傷部分 屋根、梁、壁 修理材料 瓦（新規）、コンクリート 
未修理部分 西面の壁 修理費 
（金額）  未修理原因 文物単位のため 所有者修理できない 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋面瓦約 30%崩落 ○2 柱と梁の軸組の仕口が分離（修理済）(図 2) ○3 土壁の一部が崩落（図 3） 
修理による 
変 化  
備 考  
   




家屋番号 E76 住所  
入居者  
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
玉石混り土 
（有柱） 
損傷程度 中程度 修理期間 2008年 10月—2008年 11月 （約 10日） 
損傷部分 屋根、壁 修理材料 瓦（新規） 
未修理部分 東面の壁 修理費 
（金額）  未修理原因 資金不足 
被害/修理 
箇所の詳細 
○1 屋面瓦約 30%崩落 ○2 妻壁の一部が崩落（図 3）、煉瓦で修理（図 4） 
修理による 
変 化  
備 考  
   








家屋番号 E77 住所 橘柏渡街 41号 
入居者 1人 
所有権 個人 建築用途 住宅 
建築年代 明清 壁材 （柱有無） 
焼成煉瓦 
（有柱） 
損傷程度 軽微 修理期間 2008年 10月—2008年 11月 （約 10日） 
損傷部分 屋根 修理材料 瓦（新規） 
未修理部分 なし 修理費 
（金額） 5000元 未修理原因  
被害/修理 
箇所の詳細 屋面瓦約 30%崩落し、同じ形の瓦で修理 
修理による 
変 化  
備 考  
  
 
図 1 （20100620） 図 2 （20110401）  
 
